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1 LicenseServer にようこそ

Altova LicenseServer (今後は略して LicenseServer と称されます) は、 Altova 製品のライセンスを集中して中央管理する場

所です。ネットワークで作動する Altova アプリケーションは LicenseServer からライセンスを割り当てられます、ですから、管理者はライセン

スを管理及び監視する柔軟性を有します。

現在のバージョン: 3.6 

* LicenseServer 3.6 は、以下にライセンスを与えるために使用することができます (i)バージョン 2021r2 または以降の Altova

ソフトウェア製品 、および (ii) Altova MobileTogether Server バージョン 7.2 または以降。メモ内でリストされるものよりも新しい

Altova 製品 バージョン にライセンスを供与するには使用することができません。互換性に関する詳細は、LicenseServer の更

新 を参照してください。

ライセンスプロシージャ

LicenseServer を無料で Altova W eb サイトからダウンロードすることができます。LicenseServer を正確にインストールした後、サー

ビスとして起動します。 Altova 製品にライセンスを割り当てるプロシージャは以下の通りです:

1. LicenseServer にAltova 製品を登録します 。Altova 製品から登録を行うことができます。

2. LicenseServer のライセンスプールにAltova 製品ライセンスをアップロードします 。

3. 登録済みの製品に アップロードされている製品ライセンスを割り当てます 。

使用することのできる機能に関しては、 一般的な情報のセクション  と 構成ページのレファレンス  を参照してください。

このドキュメントについて

このドキュメントは、以下のパートに整理されています:

· 一般的な情報  

· Windows 、 Linux  と macOS   上のインストールとセットアップ

· 製品を LicenseServer に登録、および、登録の解除  

· 製品ライセンスをアップロードしてアクティブ化する方法  

· 製品ライセンスを割り当てる方法  

· 構成ページレファレンス

最終更新日:  2021年02月24日
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2 一般的な情報

このセクションには LicenseServer に関する一般的な情報が含まれています:

· Altova ライセンスの種類  

· プロセッサコアとライセンス  

· ネットワーク情報  

· 中央サーバー上の Altova 製品

· Altova ServiceController  

· フェールオーバー LicenseServer  

· ライセンスのチェックアウト  

· LicenseServer の更新  

· 新規の LicenseServerにライセンスを移動する

· パスワードのリセット

· SSL 暗号化   
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2.1 Altova ライセンスの種類

Altova デスクトップ製品

デスクトップユーザーライセンスには3つの種類が存在します:

· インストール済みのライセンス:  各ライセンスは指定されたコンピューターの数のために使用されます。例えば、10-インストール済

みの ライセンスを購入した場合、10 台までのコンピューターでソフトウェアをインストールし、使用することができます。

· 同時ユーザー:  n 同時実行ユーザーのためのライセンスにより以下が許可されます:  (i) 10n 台のコンピューターへインストールする

ことができます (ii)  n 人までのユーザーが一度に同時にソフトウェアを使用することができます。例えば、20 同時実行ユーザー ラ

イセンスを購入すると、ソフトウェアを 200 台のコンピューターまでインストールすることができ、20 台のコンピューターで一度に使用

することができます。

· 名前付きユーザー:  名前付きユーザーライセンスは、購入されたライセンスのための数量に一致するソフトウェアを使用する特定の

ユーザーの数を承認します。例えば、ライセンスが5つの名前付きユーザーを承認すると、5名の名前付きユーザーがソフトウェアを使

用することができます (名前付きのユーザーに関するノートを参照してください) 。名前付きのユーザーライセンスは5台までの異

なるコンピューター上で使用するための特定のユーザーを認証します。

メモ: インストール済みのライセンスと同時実行ユーザーライセンスの場合、 LicenseServer は、マシンのホスト名、または、 IP アドレ

スを使用してライセンスを割り当て、割り当て済みのライセンスのカウントを保ちます。クライアントの認識プロセスに関する詳細は、

ネットワーク情報 を参照してください。

メモ: LicenseServer にソフトウェアを登録する際、(他の登録データと共に)ソフトウェアを登録したユーザーのユーザープリンシパル名

(UPN) も登録されます。名前が付けられているユーザーライセンスは UPN に割り当てられます。UPN がライセンスを受け取ると、

この UPN を持つユーザーはこの UPN を使用してネットワーク上のマシンにログインして、ソフトウェアを使用することができます。こ

のライセンスを使用して、 ですから、 UPN を使用してログインし、ユーザーは(仮想環境を含む)ネットワーク内の異なるコンピュータ

ーで作業することができます。クライアントの認識プロセスに関する詳細は、ネットワーク情報 を参照してください。

メモ: v2019sp1 または以前のデスクトップ製品のために作成された名前を持つユーザーラインセンスは Altova LicenseServer を介

してライセンスの供与を受けることができません。これらのバージョンにライセンスを供与する方法に関しては、インストールされた製品

にパッケージされているドキュメンテーションを参照してください。

Altova デスクトップ製品のリスト

Authentic Desktop, DatabaseSpy, DiffDog, MapForce, SchemaAgent, StyleVision, UModel, XMLSpy.

Altova M issionKit ライセンス

Altova MissionKit は Altova デスクトップ製品のパッケージです。Altova MissionKit ライセンスは、 MissionKit パッケージ内のデスク

トップ製品の個別のライセンスから構成されています。これら個別の製品ライセンスには、異なる、一意のキーコードが存在しますが、同じ

MissionKit バンドル ID を有しています。Altova MissionKit ライセンスライセンスプールにアップロードすると、個別の製品ライセンスが

( Altova MissionKit ロゴ  のロゴがそれぞれのライセンスの横に表示され)ライセンスプール内に表示されます。これらの製品ライセンスの

一つを特定のクライアント(マシン、または、名前を持つユーザー)に割り当てると、 MisisonKit バンドルの他の製品もそのクライアントに割り

当てられます。この結果、その特定の MissionKit バンドルの他の製品は他のクライアントに割り当てられることができません。これらの製品ラ

イセンスの一つを特定のクライアント(マシン、または、名前を持つユーザー)に割り当てると、 MisisonKit バンドルの他の製品もそのクライアン

トに割り当てられます。この結果、その特定の MissionKit バンドルの他の製品は他のクライアントに割り当てられることができません。

Altova M issionKit 製品のリスト

DatabaseSpy、DiffDog、MapForce、SchemaAgent、StyleVision、UModel、XMLSpy。

12
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Altova サーバー製品

サーバーソフトウェアがインストールされているコンピューターの 物理的なコア をベースにしてすべてのサーバー製品のライセンスは供与されてい

ます。

· 各ライセンスはライセンス供与されているコアの数量を指定します。

· n つの数量のコアを持つコンピューターにサーバー製品がインストールされている場合、ライセンスは n つ、または、それ以上のコアを

認証する必要があります。例えば、 RaptorXML Server が 8 コアを持つコンピューターにインストールされている場合、

RaptorXML Server ライセンスは8つまたはそれ以上のコアを認証する必要があります。

· ライセンスを必要なコア数に達するまで組み合わせることができます。例えば、RaptorXML Server が 8 コアが存在するコンピュ

ーターにインストールされている場合、それぞれ4つのカウントのコアを持つ、2つの RaptorXML Server ライセンスを使用すること

ができます。

メモ: Altova サーバー製品を仮想マシン上で実行する方法:  (i) 仮想マシンが一意に識別することのできる安定した IP アドレス、また

は、ホスト名を有している必要があります。 (ii) Altova サーバー製品は少なくとも、ホストマシンにより仮想マシンに割り当てられて

いる仮想プロセッサの数のライセンスの供与を受けている必要があります。

Altova サーバー製品のリスト

DiffDog Server, FlowForce Server, MapForce Server, MobileTogether Server, RaptorXML(+XBRL)

Server, StyleVision Server.

異なる LicenseServers を使用するシナリオ

ライセンスプール  のライセンスプールは以下のいずれかを含むことができます:

· グループ 1 ライセンス:  インストール済みライセンス、および/または同時進行のユーザーライセンス、および/または、サーバー製品ラ

イセンス または

· グループ 2 ライセンス:  名前が付けられているユーザーのライセンス。

両方のグループからライセンスを使用する場合、個別の LicenseServer を各グループのために使用する必要があります。両方のグループか

らライセンスを使用する場合、個別の LicenseServer を各グループのために使用する必要があります。 LicenseServer がライセンスプ

ール内に両方のグループからのライセンスが存在する状況を検知すると、これを通知し、適切なステップを推薦します。(通常、ライセンスのグル

ープをこのグループ専用の個別の LicenseServer に移動します)。 

(通常、ライセンスのグループをこのグループ専用の個別の LicenseServer に移動します)。

異なるライセンスの種類のために LicenseServers を区別することが強く奨励されています個別の LicenseServer を3つのライセ

ンスの種類のために個別に使用することが奨励されています：(i) クライアントに対応する種類のライセンスを確認し、 (ii) 正しい種類の

ライセンスを取得することができます。

製品を再登録する場合

LicenseServer バージョンを 3.0 以前から LicenseServer 3.0 以降にアップグレードする場合、ライセンスプール内に古い製品の登

録が検知される可能性があり、(バージョン 3.0 から搭載されている) 新規の登録フォームと互換性がない場合があります。このような状況が

発生した場合、古い製品の登録は削除される必要があり、製品は再度登録される必要があります。LicenseServer はこの状況をメッセ

ージで通知し、必要なステップを取るようにプロンプトします。

79
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2.2 プロセッサーコアとライセンス

Altova サーバー製品へのライセンス供与は (ロジカルなコアの数量ではなく)製品マシン上で使用することのできる 物理的なプロセッサーの

コア の数量をベースにしています。例えば、デュアルコアプロセッサーには、クアッドコアプロセッサー4コア、ヘキサコア6コアなどの2つのコアが存在

します。製品にライセンス供与されたコア数は、物理または仮想マシン上に関わらず、サーバーマシン上で使用することのできるコアの数量と同

数、または、それ以上である必要があります。例えば、サーバーが8コア持つ場合、8コアライセンスを購入する必要があります。 コアの数量を

満たすためにライセンスを組み合わせることもできます。ですから、2つの4コアライセンスを使用して、8コアライセンスの代わりに8コアを達成する

こともできます。 

処理する容量は少ないが、CPU コアの大きなコンピューターサーバーを使用している場合、 少ない数量のコアに割り当てられている仮想マ

シンを作成し、その数量のライセンスを購入することもできます。このようなデプロイの場合、もちろん、コンピューターのすべてのコアを使用する場

合に比べこのようなデプロイの処理スピードは遅いです。 

メモ: 各 Altova サーバー製品ライセンスは、使用されていないライセンス供与能力が存在する場合でも、 Altova サーバー製品がイン

ストールされているマシンで、一度に1つのクライアントマシンのためにのみ使用することができます。例えば、10 コアライセンスが 6

CPU コアを持つマシンのために使用されている場合、残りのライセンス許与能力の 4 コアは、他のクライアントマシンのために同時

に使用することはできません。

MobileTogether Server Advanced Edition のためのメモ

サービスの機能のため、 MobileTogether Server Advanced Edition は 2つまたは以上のコアを持つマシン上のみで作動します。

FlowForce Server と MapForce Server のためのメモ

FlowForce Server Advanced Edition と MapForce Server Advanced Edition は2つまたは以上のコアを持つマシン上でのみ

作動します。

ライセンスを供与するコアの数を評価するには、ビジネス環境で必要とする処理時間、または、処理するデータの容量により異なります。多くの

シナリオの場合、多くの数量のコア数によりより多くのデータを短時間で処理が可能なことを意味します。 アプリケーション固有のヒントの一部

は、以下のとおりです:

· FlowForce Server はマルチスレッドのアプリケーションとして作動します。同時にサーバーにリクエストされる数量が多い場合、不

十分なコア数は、待機時間 (待ち時間) を必要とする可能性があります。例えば、 W eb サービスとしてジョブが公開されている

場合、クライアントからの同時リクエストが数百件存在する場合があります。 この場合、 FlowForce Server で多くのコア数を使

用するメリットがあります。

· MapForce Server は単一スレッドのアプリケーションとして作動し、単一コアを各マッピングのために利用します。このため、同時

に複数のマッピングを作動する場合、多数のコアの使用が奨励されます。 例えば、 MapForce Server が FlowForce

Server の管理下で作動する場合、複数のマッピングジョブがオーバーラップし、セットアップにより、同時に実行される場合がありま

す。しかしながら、マッピングにより処理される容量が大きい場合、待機時間が発生する場合があります。 

単一スレッド実行

Altova サーバー製品が単一スレッドの実行を許可すると 単一スレッドの実行 を使用できるようになります。この場合、Altova サーバー製

品ライセンスはライセンスプール内で1コアのみ使用することができます。複数のコアを持つマシンはこの1コアライセンスに割り当てることができま

す。このような場合、その製品を作動するマシンは単一コアで作動します。(マルチコアでは使用可能な)複数スレッドを使用できないため処理

はこのために遅くなります。製品はそのマシン上で単一スレッドモードで実行されます。

マルチコアマシンに単一コラライセンスを割り当てるには、その製品のために LicenseServer 内で 「単一スレッド実行に制限する」 チェッ

クボックスを選択してください。

必要なコア数の見積もり

サーバーが扱うことのできるデータの量と処理回数を影響する多くの外部要素が存在します。 (例えば:  ハードウェア、 CPU 上の現在のロー

ド、サーバー上で作動する他のアプリケーションのメモリの割り当てなどが挙げられます)。パフォーマンスを正確に測定するために、データの量、

条件、およびビジネスの環境に近い状態でアプリケーションをテストしてください。
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2.3 ネットワーク情報

Altova LicenseServer は、ライセンスを必要とする Altova 製品が作動するすべてのクライアントからアクセスできるサーバーマシンにインス

トールされている必要があります。クライアントとサーバーのファイアウォールは、 LicenseServer が正しく作動するために必要な

LicenseServer から/へのネットワークトラフィックのフローを許可しなければなりません。

LicenseServer マシンでは ポート 35355 がライセンス配布用に使用されます。ですので、クライアントマシンとネットワークトラフィックのため

に開かれている必要があります。フェールオーバー LicenseServers もプライマリ LicenseServer に接続されています。クライアントがポー

ト 35355 での TCP または UDP を使用して行うように接続されています。

以下が LicenseServer のデフォルトのネットワークパラメータおよび必要条件です:

· LicenseServer ライセンス配布用:

以下の一方または両方

ポート 35355 

IPv6 TCP 上の IPv4 TCP または UDP 接続、または、 ポート 35355 上の UDP 接続。

管理タスクに関しては、 LicenseServer はポート 8088 を使用する W eb インターフェイスからアクセスできます。使用するポートに関して

は 条件に合った構成 を参照してください。

Altova.com との通信

Altova LicenseServer は、ライセンスに関連したデータを検証と認証し、 Altova ライセンス使用許諾契約書への継続的な遵守

を確認するため、altova.com マスター Licensing Server と通信する必要があります。この通信は HTTPS を介して、ポート

443 を使用して行われます。altova.com とサブドメインとの通信が許可されていることを確認してください。altova.com への接

続 は  タブの接続 タブの接続テスト ペイン内でテストすることができます。

altova.com マスターサーバーへの接続の喪失はAltova LicenseServer の構成ページ の メッセージタブ  内にログされま

す .更に、 Altova LicenseServer を構成して、 altova.com への接続が失われると自動的に電子メールで通知することがきま

す。  構成ページの 設定タブ 内で通知メールの設定を使用することができます。

製品が登録されている LicenseServer に関する情報

各製品の登録のために、製品が登録されている LicenseServer に関する情報が LICSVR ファイル内に保存されています。このファイル

は次の場所に保管されています:

インストール済みライセンスと同時実行ユーザーライセンス 

· %ProgramData%\Altova\<ProductName><Version>\<ProductName>.licsvr

· 例:  C:\ProgramData\Altova\XMLSpy2019\xmlspy.licsvr

名前が付けられているユーザーのライセンス。 

· %UserProfile%\Documents\Altova\<ProductName><Version>\<ProductName>.licsrv

· 例:  C:\Users\nicky\Documents\Altova\XMLSpy2019\xmlspy.licsvr

LicenseServer がクライアントを識別する方法

マシン上の Altova 製品が LicenseServer に登録されると、マシンの ID  (ホスト名と IP アドレス) およびマシンに登録されているユーザ

ーのユーザープリンシパル名 (UPN) が登録されます。

90

90 93

78 99

78 96
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インストール済みライセンスと同時実行ユーザーライセンス

インストール済みのライセンス、または、同時実行ユーザーライセンスが LicenseServer を使用して割り当てられる場合、ライセンスは

LicenseServer により特定のクライアントマシンに対して発行されているものとして記録されます。LicenseServer はクライアントの IP ア

ドレスの DNS サーバールックアップにより LicenseServer が取得するホスト名によりクライアントマシンを識別します。ルックアップからホスト

名が取得されない場合、クライアントの IP アドレスが識別子として使用されます。以降、 Altova 製品がクライアントマシン上で起動される

と、  LicenseServer は受信されるクライアント IP アドレスがライセンスが発行されたクライアントのホスト名または、 IP アドレスに一致する

かを確認します。一致する場合、ライセンスの詳細が検証されます。

メモ: インストール済みのライセンスと同時実行ユーザーライセンスの場合、 LicenseServer は、マシンのホスト名、または、 IP アドレ

スを使用してライセンスを割り当て、割り当て済みのライセンスのカウントを保ちます。識別はホスト名を用いて最初に行われます。

これで作動しない場合、 IP アドレスが使用されます。使用中のネットワーク環境内で、 IP アドレスが動的に生成されている場合

(または、何らかの理由で固定されていない場合 ) 新規の IP アドレスが新規のログイン時に同じマシンのために作成されます。こ

れにより、インストール済みのライセンス、または、同時実行ユーザーライセンスがすぐに最高数に達する場合があります。(マシン ID

ではなく) UPN ベースに割り当てが行われるため、このような環境では、名前が付けられているユーザーライセンス を使用してく

ださい。Altova デスクトップ製品を仮想マシン、仮想デスクトップ、リモートデスクトップにインストールする場合、この点を留意してく

ださい。

メモ: インストール済みのライセンス、または、同時実行ユーザーライセンスは製品マシンにログオンし、製品を作動する最初のユーザーの

ためにのみ作動します。これは、製品がそのマシンにのみライセンス許与を行っており、そのマシン上で一人のユーザーのみが製品を

一度に作動できるためです。複数のユーザーによる製品のインストールの使用を有効化するには、名前が付けられたユーザーライセ

ンスを持つ製品のライセンス供与を複数の名前を持つユーザーに設定してください。

名前が付けられているユーザーのライセンス。

名前が付けられているユーザーライセンスが LicenseServer を使用して作成されている場合、LicenseServer によりライセンスは、特定

の UPN に対して発行されているものとして記録されます。以降、 Altova 製品がクライアントマシンで起動される都度、 LicenseServer

はユーザーがログイン済みの UPN をベースにクライアントユーザーを識別します。UPN がライセンス済みのクライアントユーザーの UPN に一

致する場合、ライセンスの詳細は検証されます。

UPN がライセンス済みのクライアントユーザーの UPN に一致する場合、ライセンスの詳細は検証されます。

クライアントマシンが仮想プライベートネットワーク (VPN) サービスを介して LicenseServer に接続すると、接続は多くの場合、割り当てら

れた IP アドレスを使用して作成されます。この場合、クライアントによる新規の接続は、 LicenseServer により受信される新規の IP アド

レスとして記録され、このため、既知のクライアントとして認識されます (上記の「 LiceneceServer 」がクライアントマシンを識別する方

法を参照してください)。

この操作により以下の結果が発生します:

· クライアントの接続時、LicenseServer 上に追加ライセンスが存在する場合、新規のライセンスが(既に1つまたは複数のライセ

ンスが既に割り当て済みの)クライアントに割り当てられます。クライアントに以前割り当てられているライセンスは割り当てが解除され

ます。この結果、単一のクライアントが複数のライセンスを消費し、サーバー上のライセンスの不足を招く可能性が発生します。

· LicenseServer に追加ライセンスが存在しない場合、そのクライアントに対して以前ライセンスが割り当てられていたにもかかわ

らず、(クライアントにより使用されていない IP アドレスにより)そのクライアント上の製品にライセンスを供与することはできません。

解決するには3つの方法があります:

· 名前が付けられているユーザーライセンスを使用する: 名前が付けられているユーザーライセンスの場合、ライセンスはクライアント

マシンのホスト名またはアドレスに頼らず、ライセンス済みのユーザーのユーザープリンシパル名 (UPN) に頼ります (Altova

Licenses の種類 を参照してください )。 動的な IP アドレスを使用するネットワークセットアップ内で作業する場合このライ

センスモデルの使用が奨励されます。

· VPN クライアントを DNS を使用して登録する。操作方法は OS により異なります。W indows 10 クライアント上では、例

えば、クライアントネットワーク接続のプロパティによりセットアップを行うことができます (下のスクリーンショット参照)。

8

8
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· VPN ユーザーに静的な IP アドレスを割り当てる 。操作方法は、 VPN ソフトウェアにより異なります。VPN プロバイダーまた

は管理者から関連する情報を取得することができます。例えば、 OpenVPN とこの操作を行う方法はここで説明されています。

https://docs.openvpn.net/configuration/assigning-a-static-vpn-client-ip-address-to-a-user/
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2.4 中央サーバー上の Altova 製品

Altova デスクトップ製品が以下の状態の場合取るステップについて説明しています:  (i) 中央サーバー上でホストされている (ii) リモートクラ

イアントにライセンス供与している。Altova デスクトップ製品を仮想マシン、または、遠隔のデスクトップにインストールするし、正確な

LicenseServer に製品を登録する場合、これらのガイドラインに従ってください。

1. デスクトップ製品をインストールする前に、 LicenseServer をインストールしてください。

2. LicenseServer のライセンスプールに関連する製品のライセンスをアップロードします(または、ライセンスを次の登録でアップロード

することができます (次のポイント)。)

3. デスクトップ製品のためのインストールプロシージャの終わりに、LicenseServer に製品を登録するか否かが問われます。「はい」

を選択し、使用することのできる LicenseServers のリストから、製品ライセンスを使用することのできる (または将来使用できる

ようになる) LicenseServer を選択します。

4. 登録に成功すると以下に存在する LICSVR ファイルを書き込み保護にしてください%ProgramData%

\Altova\<ProductName><Version>\<ProductName>.licsvr.これは LICSVR ファイル内に保管されている正

確な LicenseServer の情報が誤って上書きされないようにするためです。

5. これ以降、リモートのクライアントがサーバーベースの製品ソフトウェアを開始すると、クライアントは正確な LicenseServer からラ

イセンスを取得、または、ライセンスを割り当てられることができます。

メモ: インストール済みの製品の登録を後に回すと、ネットワーククライアントがサーバーベースの製品を開始し、不適格な

LicenseServer に製品を登録する可能性があります。このような状態を回避するために、インストール後すぐにデスクトップ製品

をすぐに登録することが奨励されます。

メモ: 製品の最初の登録が間違った LicenseServer に行われた場合、サーバーベースの製品ソフトウェアを開始する次のクライアント

のためのライセンスは(間違った) LicenseServer で使用できるようになります。製品のためのライセンスがその LicenseServer

で使用できる場合でも、このライセンス供与は意図とされたものではありません。この間、正確な LicenseServer 上のライセンス

は意図とされた割り当てのために使用されません。

メモ: インストール済みのライセンス、または、同時実行ユーザーライセンスは製品マシンにログオンし、製品を作動する最初のユーザーの

ためにのみ作動します。これは、製品がそのマシンにのみライセンス許与を行っており、そのマシン上で一人のユーザーのみが製品を

一度に作動できるためです。複数のユーザーによる製品のインストールの使用を有効化するには、名前が付けられたユーザーライセ

ンスを持つ製品のライセンス供与を複数の名前を持つユーザーに設定してください。

以下も参照してください:  Altova ライセンスの種類  と ネットワーク情報 。

8 12
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2.5 Altova ServiceController (Windows のみ)

Altova ServiceController (略してServiceController) は W indows システム上で Altova サービスを便利に開始、停止、構成

できるアプリケーションです。

ServiceController は Altova LicenseServer とおよび サービスとしてインストールされる Altova サーバー製品(FlowForce

Server, RaptorXML(+XBRL) Server, and Mobile Together Server).スタート | Altova LicenseServer | Altova

ServiceController をクリックして開始されます。(このコマンドは 「開始」 メニューフォルダーでも使用することができます サービスとしてイ

ンストールされる Altova サーバー製品(FlowForce Server, RaptorXML(+XBRL) Server, and Mobile Together

Server)。)ServiceController が開始した後、システムトレイからアクセスすることができます。(下部スクリーンショット)。  

システムログイン時に ServiceController の自動開始を指定するには、システムトレイの ServiceController アイコンをクリックして　

ServiceController メニューを表示します (下部スクリーンショット)。スタートアップ時に Altova ServiceController を作動する

(Run Altova ServiceController at Startup) コマンドに切り替えます。(このコマンドはデフォルトで切り替えられています。)

ServiceController を終了するには、システムトレイの ServiceController アイコンをクリックして、表示されるメニューから Altova

ServiceController の終了(Exit Altova ServiceController) をクリックします (下部スクリーンショット参照)。 

サービスの開始と停止

 (例えば、 Altova RaptorXML Server サービス) インストールされた Altova サービスコンポーネントは ServiceController メニューで

エントリとして表示されます (上部スクリーンショット参照)。 Altova サービスは ServiceController のサブメニューのコマンドを介して開始

または停止することができます。更に、 ServiceController メニューを介して、個別サービスの管理タスクにアクセスすることができます。上部

のスクリーンショットでは、例えば、 Altova LicenseServer サービスにはサブメニューがあり、「構成」 (Configure) コマンドを介して

LicenseServer の構成ページにアクセスすることを選択できます。　
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2.6 フェールオーバー LicenseServer

2番目の LicenseServer はプライマリ LicenseServer が使用できなくなった際にプライマリ LicenseServer を引き継ぐように構成す

ることができます。この2番目の LicenseServer は フェールオーバー LicenseServer と呼ばれます。フェールオーバー

LicenseServer の作動メカニズムは以下の通りです:

· LicenseServer アプリケーションは通常フェールオーバー LicenseServer となる予定のマシンにインストールされています。

· この LicenseServer はネットワーク上で作動するプライマリ LicenseServer のフェールオーバー LicenseServer として構成

されます。構成はフェールオーバー LicenseServer　の設定  タブで構成を行うことができます。

フェールオーバー LicenseServer が構成されると、プライマリ LicenseServer とフェールオーバー LicenseServer はそれぞれのヘッダー

バー内のフェールオーバーの存在に関する情報を表示します。 プライマリは自身のフェールオーバーを認識し、フェールオーバーはプライマリの名

前をあげます (下のスクリーンショットを参照してください)。

メモ: LicenseServer が Failover LicenseServer として設定されると、 ライセンスプール 、クライアント管理 、クライアント

のモニタリング  タブは表示されません。 プライマリ LicenseServer からフェールオーバー LicenseServer に引き継がれる

と、タブは再度表示されます。

フェールオーバー LicenseServer のしくみ

フェールオーバー LicenseServer は以下のように作動します:

· フェールオーバー LicenseServer が更新されると、全てのライセンス、登録済みのクライアント、およびライセンスの使用許諾書を

プライマリから定期的に同期します。

· プライマリが使用できない場合、フェールオーバーが LicenseServer の役割を引き受けます。

· プライマリがまた使用できるようになると、フェールオーバーからコントロールを取り戻します。この期間中フェールオーバー上でライセンス

に関連した変更は、プライマリがコントロールを取り戻すと失われます。 

· フェールオーバー LicenseServer  はバージョン 2015 rel 3 または、以降、および Altova MobileTogether Server バー

ジョン 1.5 または以降の Altova 製品にのみライセンスを提供します (プライマリ LicenseServer のクライアントの監視タブ

内の情報から古いクライアントを識別することができます)。フェールオーバー LicenseServer 機能を使用する場合、必要とされる

最低バージョンに Altova アプリケーションをアップグレードすることが必要です。

フェールオーバー LicenseServer によりバックアップされている LicenseServer をアップデートする方法 

フェールオーバー LicenseServer  によりバックアップされた LicenseServer を新しいバージョンに更新する場合、次の順序で更新を

行ってください:

1. プライマリの LicenseServer を更新してください。更新中にフェールオーバー LicenseServer に切り替えられます。

2. プライマリの更新が完了するまで待ちます。プライマリの更新が完了すると、プライマリにフェールオーバーから切り替えられ、フェールオ

ーバーのサービスは停止されます。

3. フェールオーバー LicenseServer を更新します。

4. フェールオーバーの更新が完了すると、フェールオーバーのサービスを使用することはできません。

91
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メモ: フェールオーバーを最初に更新しようとすると、インストールは失敗し、 インストールのロールバックが行われます。フォールバックに失

敗すると、フェールオーバーはアンインストールされます。 
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2.7 ライセンスのチェックアウト

クライアントは デスクトップ製品ライセンスをライセンスが製品マシン上に保管されるように、ライセンスをライセンスプールから 30 日間チェック

アウトすることができます (設定  タブのライセンスチェックアウト設定内で正確な日数は指定されています)。 これにより、オフラインで作業

することが可能になります。これはとても役に立ちます。Altova LicenseServer にアクセスできない環境(例えば、旅行中に Altova 製品

がインストールされたラップトップコンピューターで作業する)場合などが挙げられます。製品のユーザーインターフェイスのライセンス認証ダイアログ

のクライアント側で実際のライセンスのチェックアウトは実行されます。 クライアントがライセンスをチェックアウトする機能は (設定  タブ内の)

サーバー側でチェックアウトが有効化されているかにより異なります。

ライセンスのチェックアウトはデスクトップ製品  のみで使用することができます。チェックアウトされているライセンスは インストール済みのユー

ザーライセンス  または 同時実行ユーザーライセンス  である場合、ライセンスはマシンにライセンス供与されており、ライセンスをチェックア

ウトするユーザーが使用することができます。チェックアウトされているライセンスが 名前付けられているユーザーライセンス  の場合、名前付

けられているユーザーの W indows アカウントにライセンスはチェックアウトされます。仮想マシンのためにライセンスのチェックアウトは作動します

が、(VDI 内の)仮想デスクトップ のためには作動しません。

ライセンスはチェックアウトされていますが、 LicenseServer は、ライセンスが使用中と表示し、ライセンスは他のマシンで使用することができ

ません。ライセンスはチェックアウトの期間が終わると自動的にチェックインされた状態を戻します。 または、チェックアウトされたライセンスはソフト

ウェアのライセンスの認証ダイアログのボタンを使用して「チェックイン」することができます。

製品マシンへライセンスプールからライセンスをチェックアウトするには、Altova デスクトップ製品の ヘルプ メニューに移動し、ソフトウェアライセ

ンス認証 を選択します。詳細に関しては Altova 製品のユーザーマニュアルを参照してください。

メモ: ライセンスのチェックアウトはサーバー製品に対しては使用できません。
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2.8 LicenseServer の更新

Altova 製品の新しいリリースには、 LicenseServer の新しいバージョン(対応する バージョン) がリリースされます。Altova 製品をアップ

デートすると、 対応する LicenseServer バージョンに LicenseServer もアップデートされる必要があります。対応するバージョン

よりも古い LicenseServer バージョンは Altova 製品にライセンスを割り当てることができません。 しかしながら、 LicenseServer バー

ジョン下位互換性があります (tこれは、 LicenseServer が Altova 製品のバージョンより古い場合でもライセンスを割り当てるために使用

できることを意味します)。

LicenseServer を以下のように更新します:

· W indows システム:  新しいバージョンのインストーラー (実行可能ファイル) をダブルクリック、または、インストーラーをコマンドライ

ンから呼び出します。 インストーラーは、古いバージョン LicenseServer の古いバージョンをアンインストールし、新しいバージョン

をインストールします。

· Linux および macOS:  古いバージョンを手動でアンインストールし、新しいバージョンのインストーラーファイルを開始します。

最初にインストールされている LicenseServer  ( Windows 、Linux 、macOS  を参照)とインストールの手順は同じです。

* LicenseServer 3.6 を使用して以下にライセンスを供与することができます (i) バージョン 2021r2 または以前の Altova ソフト

ウェア製品  (ii) Altova MobileTogether Server バージョン 7.2 または以前。 メモ内でリストされるものよりも新しい Altova 製

品 バージョン にライセンスを供与するには使用することができません。

注意点

· Altova 製品の新しいバージョンをインストールする場合、 および現在の LicenseServer バージョンが最新ではない場合、

LicenseServer の古いバージョンをアンインストールし、最新のバージョンをインストールします。 または、 LicenseServer イン

ストールを続行する前に、古いバージョンを検知し、自動的にアンインストールする LicenseServer インストーラーに任せることも

できます。 

· LicenseServer の古いバージョン内に保管されてる登録とライセンス情報は保存され、アンインストール時に LicenseServer

マシンのデータベース上に保管され、新しいバージョンに自動的にインポートされます。 これは両方の場合に行われます:  (i) 手動

のアンインストール、または、 (ii) LicenseServer インストーラーによる自動的なアインインストール

· サーバー製品の特定のバージョンのために適切な LicenseServer のバージョン番号がそのサーバー製品のインストール中に表

示されます。 LicenseServer のこのバージョンをサーバー製品のインストールの一部としてインストールすることを選択できます。

· Failover LicenseServer  により LicenseServer がバックアップされている場合、下の更新シーケンスを参照してくださ

い。

· 現在インストールされている LicenseServer のバージョンは LicenseServer 構成ページ の下の部分に表示されていま

す。

フェールオーバー LicenseServer に関連した LicenseServer を更新する方法

フェールオーバー LicenseServer  によりバックアップされた LicenseServer を新しいバージョンに更新する場合、次の順序で更新を

行ってください:

1. プライマリの LicenseServer を更新してください。更新中にフェールオーバー LicenseServer に切り替えられます。

2. プライマリの更新が完了するまで待ちます。プライマリの更新が完了すると、プライマリにフェールオーバーから切り替えられ、フェールオ

ーバーのサービスは停止されます。

3. フェールオーバー LicenseServer を更新します。

4. フェールオーバーの更新が完了すると、フェールオーバーのサービスを使用することはできません。

メモ: フェールオーバーを最初に更新しようとすると、インストールは失敗し、 インストールのロールバックが行われます。フォールバックに失

敗すると、フェールオーバーはアンインストールされます。 
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2.9 新規の LicenseServer へライセンスを移動する方法

新規の LicenseServer にライセンスを移動するには、以下を行います:

1. 古い LicenseServer にアップロードされたオリジナルのライセンスファイルが存在することを確認してください。

2. フェールオーバー LicenseServer  が存在する場合 (プライマリの設定タブ内の  フェールオーバー LicenseServer

切断 をクリックして )切断します。それ以外の場合、プライマリがアンインストールされるとフェールオーバーがライセンス操作を行いま

す。 

3. 古い (プライマリ) の LicenseServer 上の全てのライセンスを無効化します 。

4. 古い (プライマリ) の LicenseServer から全てのライセンスを削除します 。

5. 古い (プライマリ) LicenseServerl をアンインストールします。

6. 新規の (プライマリ) LicenseServer インストールします。

7. 必要であれば 古いフェールオーバー  を新規のプライマリのフェールオーバーになるように構成します。

8. 新規 (プライマリ) の LicenseServer に Altova 製品を登録します  。

9. 新規 (プライマリ) の LicenseServer にアップロードされたライセンスをアップロードします 。

10. 新規 (プライマリ) の LicenseServer にアップロードされたライセンスを割り当てます 。
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2.10 パスワードのリセット

LicenseServer パスワードを忘れた場合、コマンドラインインターフェイスから passwordreset コマンドを使用してパスワードをデフォルト

にリセットすることができます。

1. コマンド ライン ウィンドウを開く

2. LicenseServer アプリケーションまたは実行可能ファイルがインストールされているディレクトリに変更する

3. 次のコマンドを入力する:  licenseserver passwordreset

これにより LicenseServer 管理者のパスワードを元のパスワードである default に設定します

4.  LicenseServer サービスを再起動します (Windows 、Linux 、macOS  を参照してください )。

5. 管理者にパスワード default を使用して、ログインすることができます。

32 40 46
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2.11 SSL 暗号化

バージョン 3.3 以降 LicenseServer は W eb インターフェイス (構成ページ) との間に安全な接続をセットアップできるようになりまし

た。e接続は HTTPS と SSL 証明書を使用してセキュリティ保護されています。 

SSL 暗号化のセットアップの大まかなステップは以下の通りで、このセクションのサブセクションで説明されています:

1. SSL 証明書と秘密キーを取得します。CA から証明書を取得する  内で 証明機関 (CA) から証明書を購入するステップに

ついて説明されています。

2. LicenseServer の W eb UI の設定タブ 内で SSL 証明書と秘密キーを登録し暗号化された接続を有効化します 。

2 .11 .1 CA から証明書を取得する

このセクションは証明機関 (CA) から証明書を取得するステップについて説明されています。LicenseServer のための SSL 暗号化

を有効化するには以下のファイルが必要になります:

· 秘密キーファイル:  以下を使用して生成することができます:  (i) (macOS 上の Keychain Access  Linux 上の

OpenSSL などの) オペレーティングシステム上に既存のアプリケーション、または (ii) ( OpenSSL などの)サードパーティアプリケ

ーション。

· 証明書ファイル:   VeriSign また Thawte などの識別証明機関 (CA)されているから購入する秘密キーをベースにした公開キ

ーで以下を使用します:  (i) 生成した秘密キーファイル (ii)  SSL アプリケーションにより生成することも可能な証明書署名リクエス

ト (CSR)。

· 証明書チェーンファイル (または 中間証明書ファイル):  公開キー 証明書ファイルと共に CA により提供されます。

これらの3つのファイルを取得するステップは以下にリストされています。

OpenSSL は Linux 配布と  macOS マシンで通常インストール済みで  W indows コンピューターにインストール することもできます。下

のステップは OpenSSL コマンドを使用して説明されています。Open SSL インストーラーバイナリのダウンロードリンクに関しては、

OpenSSL Wiki を参照してください。

秘密キーを生成するステップと証明機関から証明書を取得する方法 

1. 秘密キーの生成

SSL は 秘密キー がサーバーにインストールされている必要があります。秘密キーを作成するには、次の OpenSSL コマンドに

従ってください :  

openssl genrsa -out private.key 2048 

これは秘密キーを含む private.key と呼ばれるファイルを作成します。 秘密キーは PEM (Privacy Enhanced Mail)

書式である必要があります。 ファイル拡張子は通常 .pem,  ですが、 .key, .cert, .cer,  または .crt.  であることもでき

ます。 秘密キーはパスワードで保護されている必要はありません。 ファイルの保存場所を記録してください。 (詳細に関して

はトピック 秘密キーの必要条件  を参照してください) 。次のステップ内で証明書署名リクエスト (CSR) を生成するために

秘密キーが必要になります。

2. 証明書署名リクエスト (CSR) の生成

証明書署名リクエスト (CSR) は証明機関 (CA) に公開キーの証明書をリクエストするために送信されます。 CSR は秘密

キーをベースにしており、所属機関の情報を含んでいます。次の OpenSSL コマンドを使用して (ステップ1でパラメータの一つと
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して作成された 秘密キー private.key を適用する) CSR を作成します:  

openssl req -new -nodes -key private.key -out my.csr 

CSR の生成中、所属機関に関する以下のリストのような情報を提供する必要があります。この情報は証明機関により使用さ

れ所属機関の識別を検証されるために使用されます。 

· 国名

· ローカルの住所 (ビジネスが存在する場所)

· 機関 (企業名)。 特殊文字は使用しないでください。これらは証明書を無効化します。

· 共通名 (サーバーの DNS 名)。 これはサーバーが作動するホストマシン上の完全に修飾されたドメイン名

(FQDN) に完全に一致する必要があります。

· チャレンジパスワード。 このエントリは空のままにしていてください!

3. SSL 証明書の購入方法

VeriSign または Thawte などの証明機関 (CA) から SSL 証明書を購入します。残りの命令に関しては、 VeriSign の

プロシージャに従ってください。他の CA を使用したプロシージャも同様です。

· VeriSign W ebサイト に移動してください。

· 「SSL 証明書の購入」をクリックしてください。

· SSL 証明書の異なる種類を使用することができます。 LicenseServer のためにセキュリティで保護されたサイト、

または、セキュリティで保護されたサイトプロ証明書で十分です。ユーザーが確認することのできる緑色のアドレスバーが

存在しないため EV (拡張された検証) は必要ありません。

· 登録プロセスを続行し、注文に必要な情報を入力します。

· (ステップ 2 で作成された) CSR  のためにプロンプトされると、 my.csr ファイルのコンテンツをコピーして注文フォー

ムに張り付けます。

· クレジットカードを使用して証明書の支払いを行います。

証明書の取得には時間を要します

SSL 証明機関 (CA) から公開キー証明書を取得するには通常2－3営業日を要します。 Altova LicenseServer

をセットアップする際にこの点を考慮してください。

4. 証明機関から公開キーと中間ファイルを受信する方法

証明機関はエンロールプロセスを2－3営業日に完了します。この期間中に電子メールまたは電話で DNS ドメインのために

SSL 証明書をリクエストすることを認証したかチェックされる場合があります。機関と処理を完了するために作業してください。 

認証とエンロールプロセスが完了すると、 SSL 証明書の 公開キー が含まれた電子メールを受信します。 公開キーはプレーン

なテキスト書式、または . cer  ファイル として添付されて送信されます。 

中間証明書ファイル (プライマリとセカンダリ) をテキストまたはファイルで受信します。一部の場合、証明機関 (CA) はW ebサ

イト上で中間証明書のコンテンツをリストしています。

· Verisign の中間証明書:  https://knowledge.verisign.com/support/ssl-certificates-support/index?

page=content&id=AR657&actp=LIST&viewlocale=en_US 

· Verisign のセキュリティで保護された中間証明書:  https://knowledge.verisign.com/support/ssl-

certificates-support/index?page=content&id=AR1735

両方の中間証明書 (プライマリとセカンダリ) 異なるテキストファイルにコピー貼り付けし、使用中のコンピューターに保存します。

http://www.verisigninc.com/?loc=en_US
http://www.thawte.com/
http://www.verisign.com/
https://knowledge.verisign.com/support/ssl-certificates-support/index?page=content&id=AR657&actp=LIST&viewlocale=en_US 
https://knowledge.verisign.com/support/ssl-certificates-support/index?page=content&id=AR657&actp=LIST&viewlocale=en_US 
https://knowledge.verisign.com/support/ssl-certificates-support/index?page=content&id=AR1735
https://knowledge.verisign.com/support/ssl-certificates-support/index?page=content&id=AR1735
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5. 公開キーをファイルに保存する方法

LicenseServer を使用するには、公開キーは PEM (Privacy Enhanced Mail) フォーマットで保存されている必要があ

ります。ファイル拡張子は通常 .pem,  ですが、 .key, .cert, .cer,  または .crt.  であることもできます。公開キーはテキ

ストとして提供され、以下からすべてをコピーし

--BEGIN CERTIFICATE-- 

  ... 

--END CERTIFICATE-- 

 certificate.cer を呼び出すテキストファイルに張り付けます。

6. CA の中間証明書を単一のファイルに保存する

LicenseServer のために SSL 暗号化を有効化するにはプライマリとセカンダリ中間証明書 を 単一ファイル に結合する必

要があります。中間ファイルは CA から送信されます(ステップ 4 を参照してください)。

両方の中間証明書をコピーし張り付けシーケンスのままに1つのファイルに保存します。シーケンスの順序は重要です:  (i) セカン

ダリの中間証明書 (ii) プライマリの中間証明書。証明書間にラインが存在しないことを確認してください。

--BEGIN CERTIFICATE-- 

  secondary intermediate certificate

--END CERTIFICATE-- 

--BEGIN CERTIFICATE-- 

  primary intermediate certificate

--END CERTIFICATE-- 

名前が付けられた intermediates.cer と名前の付けられたファイルに結合された結果する証明書を保存します(ファイル

拡張子は以下を使用することができます:  .pem, .key, .cert, .cer,  または .crt. )。このファイルには証明書を署名す

るために CA により使用された中間証明書のフォーム内の信頼の完全なチェーンを含んでいます。.

結果ファイル

上記のステップを実行した後に以下のファイルを使用することができます:

· 秘密キーファイル:  上のステップ内の名前が付けられた private.key  (ステップ 1 を参照してください )

· 証明書ファイル:  上のステップ内の名前が付けられた certificate.cer  (ステップ 2 から 5 を参照してください )

· 証明書チェーンファイル (または 中間証明書ファイル):  上のステップ内の名前の付けられた intermediates.cer  (ス

テップ 4 から 6 を参照してください ) 

これらのファイルを適切な場所に保存します。設定タブの W eb UI  内で SSL 暗号化を有効化するにはファイルパスを入力する必要が

あります。

2 .11 .2 秘密キーの必要条件

LicenseServer は無人で作動するため、enabling SSL の有効化は証明書の秘密キーが 暗号化なしであることを必要とします。すな

わち、パスワードで保護されていてはなりません。それ以外の場合、 LicenseServer により使用されることはできません。この理由のために、

秘密キーを保管するファイルは制限されたアクセスを持ち、期間内で権限を持つ者のみがアクセス可能である必要があります。 

94
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秘密キーがパスワードにて保護されている、または暗号化なしであるかなどを確認するには、テキストエディターまたはコマンドランで秘密キー

ファイルを開いて確認します。暗号化された 秘密キーは以下のラインで開始します:

-----BEGIN RSA PRIVATE KEY-----

Proc-Type: 4,ENCRYPTED

DEK-Info: AES-256-CBC,DFC3FAD546517ED6336CFF72AA23F6C7

秘密キーの暗号化を解除する方法の一つは OpenSSL ツールキットの使用です(https://www.openssl.org/)。具体的には、以下のコ

マンドを実行して秘密キーの暗号化を解除することができます。

openssl rsa -in enc.key -out dec.key

enc.key が暗号化されているキーで dec.key がコマンドにより出力される暗号化されていないキーである個所。例えば alsenc.key は

暗号化されているキーで、秘密キーが保管されているディレクトリ内の以下のコマンドを実行して暗号化されていないキーを取得することができ

ます:

openssl rsa -in alsenc.key -out alsdec.key

コマンドの実行後 alsdec.key ファイルは ENCRYPTED とは表記しなくなります。例:

-----BEGIN RSA PRIVATE KEY-----

MIIEpQIBAAKCAQEAzCCedru/oKzaSiwh6avtf9eMPix99RKpd07fWtwstkuglAdi

--

--

--

-----END RSA PRIVATE KEY-----

2 .11 .3 LicenseServer のために SSL を有効化する

秘密キーと証明書ファイルの取得後、 LicenseServer と W eb UI の間に暗号化された接続を以下のように有効化することができます:

1. セクション LicenseServer 構成ファイルを開く (W indows) , LicenseServer 構成ファイルを開く (Linux)  と

LicenseServer 構成ファイルを開く (macOS) 内で説明されている通り構成ページを開きます。

2. 設定タブ  に移動し W eb UI ペイン に移動します (下のスクリーンショット).
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3. 暗号化された接続をチェックします。

4. W eb インターフェイスが SSL 暗号化された接続をリッスンする箇所のインターフェイスを選択します。他 を選択すると、入力した

ホストアドレスは SSL 証明書の共通名エントリに対応する必要があります。

5. SSL 暗号化された接続のためのポート番号を入力します。

6. 証明書ファイルと秘密キーファイルに対応するパスを入力します。

7. 中間証明書ファイルは最終証明書 (公開キー) を作成するために使用されます。そして証明書チェーンファイルフィールド内に中

間証明書ファイル のパスを入力します。証明書が証明機関により作成される 場合に中間ファイルが通常使用されます。

8. 暗号化されていない接続を追加で設定するかを決めることができます。暗号化されていない接続 の選択を解除すると、

LicenseServer はプレーンな HTTP を介して使用することはできません。このために SSL-暗号化された接続が作動します。

HTTP 接続を完全に無効化する代わりに、上のスクリーンショットで表示されるとおりこの接続をローカル接続に制限することが奨

励されます。

9. 「保存」 をクリックして完了してください。サーバーは再起動され、ブラウザーは(ht t p ではなく) https  URL にリダイレクトされ

ます。

注意点

SSL 設定が正確に構成されていない場合、または、証明書の問題が存在する場合、 Web UI  にもうアクセスできない可能性

があります。この場合(有効化されている場合) 暗号化されていない接続  の URL を使用、または server.cfg ファイル内の SSL

の設定を手動で変更します (下を参照してください)。

代わりに、サーバー構成ファイル (server.cfg) の名前を変更し  Altova LicenseServer をサービスとして起動します。サービス

を再起動するにあたって、デフォルトの接続設定を持つ新規のサーバー構成ファイルが作成され、 Web UI  (にアクセスできるように

なります。サーバー設定し保存する サービスは自動的に再起動します。)

server.cfg ファイルを手動で編集する方法

server.cfg ファイルは次の場所に保管されています:

ウィンドウ

C:\ProgramData\Altova\LicenseServer\data\

Linux

/var/opt/Altova/LicenseServer/data

23 23
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macOS

/var/Altova/LicenseServer/data

ファイルの関連するラインは緑色のドキュメントコメントと共に下にリストされています。下のリスティング内の設定は上のスクリーンショット内の設

定に対応しています。

server.cfg

=========

[Listen] //Settings for Unencrypted connections

active = 1 // Set active = 1 to enable Unencrypted connections

hostkind = local

hostcustom = 0.0.0.0

host = localhost

port = 8088

[ListenSSL] //Settings for Encrypted connections

active = 1 // Set active = 0 to disable Encrypted connections

hostkind = all

hostcustom = 0.0.0.0

host = 0.0.0.0

port = 8090

ssl = 1

[SSL]

certificate = C:\certificates\certificate.cer

private_key = C:\certificates\private.key

certificate_chain = C:\certificates\intermediates.cer
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3 LicenseServer のインストールと開始(Windows)

このセクションでは、 W indows システム上の LicenseServer のための次のプロシージャについて説明されています:

· インストール (W indows)  

· LicenseServer をサービスとして開始する (W indows)

· LicenseServer の構成ページを開く (W indows)  

このセクション内で説明されるとおりインストールとセットアップが完了すると、以下を行うことができます:  (i) LicenseSever に製品インストー

ルを登録する 、 (ii) LicenseSever に製品ライセンスをアップロードする 、 および (iii) 登録済みの製品インストールに製品ライセ

ンスを登録する 。
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3.1 LicenseServer のインストール (Windows)

Altova LicenseServer は W indows システムに 2 通りの方法でインストールすることができます:

· 個別のインストールとしてAltova ウェブサイトの ダウンロードページに移動して、インストールパッケージをダウンロードしてインストー

ルを実行します。

· Altova サーバー製品の一部として* インストールする方法製品のインストール内に LicenseServer を含む場合インストーラー

は自動的に LicenseServer の前のバージョンをアンインストールして新しいバージョンをインストールします。

* Altova サーバー製品: Altova DiffDog Server、Altova FlowForce Server、Altova MapForce Server、Altova

MobileTogether Server、Altova RaptorXML(+XBRL)、およびAltova StyleVision Server。

システム必要条件

Windows

プラットフォーム更新済みの W indows 7 SP1、W indows 8、W indows 10

Windows Server

プラットフォーム更新済みの W indows Server 2008 R2 SP1 または以降

W indows サーバーコア上でのインストール

W indows Server Core は多数の GUI 機能を使用しない最低限の W indows インストールです。W indows Server Core マシン

上に LicenseServer を以下のようにインストールすることができます:

1. LicenseServer インストール実行可能ファイルを Altova ウェブサイトからダウンロードします。このファイルは

licenseserver-3.6.exe と名前が付けられています。使用中のサーバープラットフォーム (32-ビットまたは 64-ビット)に

マッチする実行可能ファイルが選択されていることを確認して下さい。 

2. (W indows Server Core マシンではなく) 標準の W indows マシンでは コマンド licenseserver-3.6.exe /u を実

行します。これは .msi ファイルをインストーラー実行ファイルと同じフォルダー内で解凍します。

3. 解凍されていない .msi ファイルを W indows Server Core マシンで解凍します。

4. LicenseServer の前のバージョンを更新する場合 LicenseServer を次のステップを実行する前にシャットダウンします。

5. .msi ファイルをコマンド msiexec /i LicenseServer.msiを実行するインストールのために使用します。これにより

W indows Server Core でのインストールが開始されます。

.Msi ファイルを同じ場所に保管してください。後にアンインストール、修復、または変更する場合これらが必要になります。

インストールの戻り値をテストするには、以下に類似するスクリプトを実行します。リターンコードは %errorlevel% 環境変数内にありま

す。リターンコード 0 は成功を示しています。

start /wait msiexec /i LicenseServer.msi /q

echo %errorlevel%

リターンコードとインストールプロセスのログを持つサイレントインストールのために以下を実行します:

start /wait msiexec /i LicenseServer.msi /q /L*v! <pathToInstallLogFile>

インストールを変更するには以下を実行します:

msiexec /m LicenseServer.msi

インストールを修復するには以下を実行します:

msiexec /r LicenseServer.msi

https://www.altova.com/download
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Application  をアンインストールするには以下を実行します:

msiexec /x LicenseServer.msi

Application を確認せずアンインストールしてログファイルに結果の詳細をレポートします:

start /wait msiexec /x LicenseServer.msi /q /L*v! <pathToUninstallLogFile>

インストールに必要な管理者の権限

LicenseServer をインストールするには LicenseServer がインストールされているマシンのために管理者権限を取得する必要がありま

す。

LicenseServer と Altova 製品間のバージョンの互換性

Altova サーバー製品の新しいバージョンは、サーバー製品のリリース時に最新のバージョンである LicenseServer のバージョンによりのみラ

イセンスを受けることができます。ですが、 Altova サーバー製品の古いバージョンは新しいバージョンの LicenseServer と作動することがで

きます。

この結果、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする場合、また現在の LicenseServer のバージョンが最新でない場

合、この古い LicenseServer バージョンをアンインストールし、 Altova W eb サイトで利用可能な最新バージョンをインストールしてくださ

い。古いバージョンの LicenseServer の全ての登録およびライセンス情報は、アンインストール時にサーバーマシンのデータベースに保存さ

れ、新しいバージョンに自動的にインポートされます。

最初に古いバージョンをアンインストールせず LicenseServer の新しいバージョンをインストールする場合、新規のバージョンがインストール

される前に、LicenseServer により古いバージョンが自動的にアンインストールされます。

現在インストールされている LicenseServer のバージョンは、 LicenseServer 構成ページ  (全てのタブ)の下部に表示されます。

以下も参照してください: LicenseServer の更新

サーバーマシンの再起動は必要ありません

LicenserServer がインストールされると、インストールされているマシンを再起動する必要はありません。LicensServer がサーバーマシン

上のサービスとして開始されていることを確認してください (次のセクションを参照)。
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3.2 LicenseServer をサービスとして開始する (Windows)

システムトレイ内の Altova ServiceController を使用して LicenseServer をサービスとして開始します。以下を行ってください:

1. 「Start | All Prog rams | Altova LicenseServer | Altova ServiceController」 をクリックして、Altova

ServiceController を開始し、システムトレイ内にアイコンが表示されます (下のスクリーンショットを参照)。 「Run Altova

ServiceController」 を 「Startup」 メニューコマンドで選択すると、 Altova ServiceController はシステムの開始上で開

始され、アイコンはシステムトレイ内で以降表示されるようになります。

2. LicenseServer をサービスとして開始するには、システムトレイ内で Altova ServiceController アイコンをクリックします。 表

示される 「Altova LicenseServer」 メニューをクリックし、 LicenseServer サブメニューから 「Start Service」 を選択し

ます (上のスクリーンショット参照)。 LicenseServer が既に作動している場合、 「Start Service」 オプションが無効化され

ます。
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3.3 LicenseServer の構成ページの開きかた (Windows)

このセクション: 

· LicenseServer が同じコンピューターにある場合の構成ページの開きかた  

· LicenseServer が他のコンピューターにある場合の構成ページの開きかた  

· 初回パスワードでのログイン  

· 構成ページの固定ポートの設定  

 LicenseServer が同じコンピューターにある場合の構成ページの開きかた

W indows システムで、 LicenseServer が既にコンピューターにある場合、 LicenseServer の構成ページ  を 2 通りの方法で開く

ことができます:

· 「スタート | すべてのプログラム | Altova LicenseServer | LicenseServer 構成ページ (Configuration

Page)」 をクリックします。構成ページはインターネットブラウザーの新しいタブとして開かれます。

· システムトレイの Altova ServiceController アイコンをクリックします。ポップアップしたメニューの Altova LicenseServer

(下のスクリーンショット参照) をポイントして「構成」 (Configure) を LicenseServer サブメニューから選択します。  

構成ページ  は新しいブラウザーウィンドウで開かれ、ログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。

LicenseServer が他のコンピューターにある場合の設定ページの開きかた

LicenseServer 構成ページ  をローカルネットワークの(LicenseServer がインストールされている)他の W indows マシンから開く場

合、 ブラウザーのアドレスバーに LicenseServer 構成ページ  URL を入力して、 「Enter」 を押します。

デフォルトでは、構成ページの URL は以下のとおりになります:

http://<serverIPAddressOrName>:8088/ 

構成ページ自身の HTML コードで示された WebUI.html という名前の URL は以下で見つけることができます:

Windows

C:/ProgramData/Altova/LicenseServer/WebUI.html 

Linux

/var/opt/Altova/LicenseServer/webUI.html

macOS

/var/Altova/LicenseServer/webUI.html
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WebUI.html 内の (LicenseServer の) URL は <head> 要素の終わりに近い関数スクリプト内にある関数

checkIfServiceRunning() 内にあります。

初回パスワードでのログイン

上記のステップを踏んだ後、 構成ページ  のログインスクリーンが表示されます(下のスクリーンショット)。初回パスワード default でログ

インすることができます。ログインした後、 設定(Settings)  タブでパスワードを変更することができます。

構成ページのためにポートを設定する

構成ページ (W eb Ui)のポート— と結果的にアドレス— は設定ページの W eb UI ペイン にて指定することができます。デフォルトのポー

トは 8088 です。LicenseServer 構成ページ  (下のスクリーンショット参照)の他のポートを設定することもできます。
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4 LicenseServer のインストールと開始 (Linux)

このセクションでは、 W indows システム上の LicenseServer のための次のプロシージャについて説明されています:

· インストール (Linux)  

· LicenseServer をサービスとして開始する (Linux)

· LicenseServer の構成ページを開く (Linux)  

このセクション内で説明されるとおりインストールとセットアップが完了すると、以下を行うことができます:  (i) LicenseSever に製品インストー

ルを登録する 、 (ii) LicenseSever に製品ライセンスをアップロードする 、 および (iii) 登録済みの製品インストールに製品ライセ

ンスを登録する 。
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4.1 LicenseServer のインストール (Linux)

Altova LicenseServer は Linux システム (Debian、Ubuntu、CentOS、RedHat) にインストールすることができます。

システムの必要条件

Linux

· CentOS 7 または以降

· RedHat 7 または以降

· Debian 8 または以降

· Ubuntu 16.04 LTS または以降

次のライブラリはアプリケーションをインストールし実行するために必要とされるライブラリです。下のパッケージが使用中 Linux のマシンで

使用できない場合、 yum (または、適用できる場合、 apt-get を) コマンドを実行してインストールしてください。

サーバー CentOS, RedHat Debian Ubuntu

LicenseServer krb5-libs libgssapi-krb5-2 libgssapi-krb5-2

インストールに必要な管理者の権限

LicenseServer をインストールするには LicenseServer がインストールされているマシンのために管理者権限を取得する必要がありま

す。

古いバージョン LicenseServer のアンインストール

Linux コマンドラインインターフェイス (CLI) で以下のコマンドを使用して LicenseServer がインストールされているか確認することができま

す:  

[Debian, Ubuntu]:   dpkg --list | grep Altova 

[CentOS, RedHat]:   rpm -qa | grep server 

LicenseServer がインストールされていない場合、以下のステップでインストールしてください。LicenseServer がインストールされていて、

新しいバージョンをインストールしたい場合、以下のコマンドを使用して古いバージョンをアンインストールしてください:

[Debian, Ubuntu]:   sudo dpkg --remove licenseserver 

[CentOS, RedHat]:   sudo rpm -e licenseserver 

Altova LicenseServer のインストール

Linux システムでは、 LicenseServer は他の Altova サーバー製品と別途にインストールされる必要があり、 Altova サーバー製品のイン

ストールパッケージには含まれていません。  Altova W eb サイト から Altova LicenseServer をダウンロードして、直接 Linux システム

のディレクトリにパッケージをコピーします。

ディストリビューション インストーラー 

拡張子

Debian

.deb

http://www.altova.com/ja/
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Ubuntu

.deb

CentOS

.rpm

RedHat

.rpm

ターミナルウィンドウで、 Linux パッケージをコピーしたディレクトリに切り替えます。例えば (/home/User ディレクトリに存在する) 、

MyAltova という名のユーザーディレクトリーにコピーした場合、 以下のように切り替えます:

cd /home/User/MyAltova 

以下のコマンドを使用して LicenseServer をインストールします:

[Debian]:   sudo dpkg --install licenseserver-3.6-debian.deb 

[Ubuntu]:   sudo dpkg --install licenseserver-3.6-ubuntu.deb 

[CentOS]:   sudo rpm -ivh licenseserver-3.6-1.x86_64.rpm 

[RedHat]:   sudo rpm -ivh licenseserver-3.6-1.x86_64.rpm 

· LicenseServer パッケージは以下にインストールされます:/opt/Altova/LicenseServer/bin 

· LicenseServer を作動するために必要な権利を有する altovalicenseserver という名前のユーザーが作成されます。

W hen LicenseServer がデーモンとして (または、サービスとして) 作動している場合、このユーザーとして開始されます。 (ま

た、 (i) このユーザーが LicenseServer にアクセスすることができる特権を持つ新規のユーザーが作成されます。また、 (ii) (最

大限の特権を有する) LicenseServer をルートユーザーとして開始します。上記のステップは以下の理由のため必須ではなく、

奨励されません。 (i) 不利な点が存在します。 (ii) altovalicenseserver ユーザーには、 LicenseServer を作動する

ために必要とされる全ての権利を有しており、これは個別の専用のユーザーのためです)。

LicenseServer を作動する際のバックグラウンド情報

以下の点について注意してください:

· LicenseServer をデーモン (または、サービス) として作動することが奨励されます。

· LicenseServer をデーモンとして作動する場合、LicenseServer を initctl または systemctl コマンドを使用し

て管理することが最善策です。これらのコマンドは、ルートユーザーの特権を持つ場合のみ実行することができます。 このため、

非ルートユーザーとして作動している場合、ルートユーザー特権 (sudo initctl... と sudo systemctl... )を

一時的に取得するために sudo コマンドを使用してください。

· LicenseServer がデーモンとして開始されると、(i) インストール時に LicenseServer インストーラーにより作成され、

(ii)  LicenseServer を作動するためのすべての権利を有する altovalicenseserver をユーザーとして自動的に

作動します。 詳細に関しては、LicenseServer の開始 を参照してください。 

ライセンスの割り当ての方法に関する情報は、ライセンスの割り当て方法 のセクションを参照してください。

LicenseServer と Altova 製品間のバージョンの互換性

Altova サーバー製品の新しいバージョンは、サーバー製品のリリース時に最新のバージョンである LicenseServer のバージョンによりのみラ

イセンスを受けることができます。ですが、 Altova サーバー製品の古いバージョンは新しいバージョンの LicenseServer と作動することがで

きます。

この結果、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする場合、また現在の LicenseServer のバージョンが最新でない場

合、この古い LicenseServer バージョンをアンインストールし、 Altova W eb サイトで利用可能な最新バージョンをインストールしてくださ

い。古いバージョンの LicenseServer の全ての登録およびライセンス情報は、アンインストール時にサーバーマシンのデータベースに保存さ
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れ、新しいバージョンに自動的にインポートされます。

最初に古いバージョンをアンインストールせず LicenseServer の新しいバージョンをインストールする場合、新規のバージョンがインストール

される前に、LicenseServer により古いバージョンが自動的にアンインストールされます。

現在インストールされている LicenseServer のバージョンは、 LicenseServer 構成ページ  (全てのタブ)の下部に表示されます。

以下も参照してください: LicenseServer の更新

サーバーマシンの再起動は必要ありません

LicenserServer がインストールされると、インストールされているマシンを再起動する必要はありません。LicensServer がサーバーマシン

上のサービスとして開始されていることを確認してください (次のセクションを参照)。
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4.2 LicenseServer をサービスとして開始する (Linux)

LicenseServer を Linux システムでサービスとして開始する場合、ターミナルウィンドウで以下のコマンドを実行します:

   sudo systemctl start licenseserver

 

( LicenseServer を停止する場合、上記コマンドで  start を stop に置換えてください。)
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4.3 LicenseServer の構成ページの開きかた (Linux)

このセクション: 

· 返された URL で構成ページを初めて開く  

· LicenseServer 構成ページの URL  

· 初回パスワードでのログイン  

· ページ構成ページの固定ポートの設定  

返された URL で構成ページを初めて開く

Linux システムでは、 CLI を介して LicenseServer に Altova サーバー製品を登録した場合、 LicenseServer の構成ページの

URL が返されます。ブラウザーでこの URL を開く際、ライセンス使用許諾契約書を読んで合意するようにプロンプトされます。ライセンス使用

許諾契約書に合意した後、構成ページのログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。

メモ: Altova デスクトップ製品は、 W indows のみで使用することができます。Altova サーバー製品は W indows、Linux、

macOS のために使用することができます。

LicenseServer 構成ページの URL

LicenseServer 構成ページ  開くには、 アドレスバーに URL を入力して、「Enter」  を押します。構成ページのデフォルトの URL

は以下の通りです:

デフォルトでは、構成ページの URL は以下のとおりになります:

http://<serverIPAddressOrName>:8088/ 

構成ページ自身の HTML コードで示された WebUI.html という名前の URL は以下で見つけることができます:

Windows

C:/ProgramData/Altova/LicenseServer/WebUI.html 

Linux

/var/opt/Altova/LicenseServer/webUI.html

macOS

/var/Altova/LicenseServer/webUI.html

WebUI.html 内の (LicenseServer の) URL は <head> 要素の終わりに近い関数スクリプト内にある関数

checkIfServiceRunning() 内にあります。

初回パスワードでのログイン

上記のステップを踏んだ後、 構成ページ  のログインスクリーンが表示されます(下のスクリーンショット)。初回パスワード default でログ

インすることができます。ログインした後、 設定(Settings)  タブでパスワードを変更することができます。
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構成ページのためにポートを設定する

構成ページ (W eb Ui)のポート— と結果的にアドレス— は設定ページの W eb UI ペイン にて指定することができます。デフォルトのポー

トは 8088 です。LicenseServer 構成ページ  (下のスクリーンショット参照)の他のポートを設定することもできます。
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5 LicenseServer のインストールと開始 (macOS)

このセクションでは、macOS システム上の LicenseServer のための次のプロシージャについて説明されています:

· インストール (macOS)  

· LicenseServer をサービスとして開始する (macOS)

· LicenseServer の構成ページを開く (macOS)  

このセクション内で説明されるとおりインストールとセットアップが完了すると、以下を行うことができます:  (i) LicenseSever に製品インストー

ルを登録する 、 (ii) LicenseSever に製品ライセンスをアップロードする 、 および (iii) 登録済みの製品インストールに製品ライセ

ンスを登録する 。
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5.1 LicenseServer のインストール (macOS)

Altova LicenseServer は macOS システムにインストールすることができます(下記のシステムの必要条件を参照してください)。前の

バージョンがアンインストールする必要がある場合は、アンインストールを先に行ってください。

システムの必要条件

macOS

macOS 10.13 または以降

インストールに必要な管理者の権限

LicenseServer をインストールするには LicenseServer がインストールされているマシンのために管理者権限を取得する必要がありま

す。

古いバージョン LicenseServer をアンインストールする方法

LicenseServer をアンインストールする前に、以下のコマンドでサービスを停止します:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 

サービスが停止されたか確認するには、アクティビティ モニター ターミナルを開き、 LicenseServer がリストにないことを確認します。

アプリケーションで、LicenseServer アイコンを右クリックし、「ごみ箱へ移動」 を選択します。アプリケーションはごみ箱に移動されます。し

かし、usr フォルダーからアプリケーションを削除しなければなりません。このためには以下のコマンドを使用します:

sudo rm -rf /usr/local/Altova/LicenseServer

Altova LicenseServer のインストール

Altova ダウンロードページ http://www.altova.com/ja/download.html を開き、 Mac のためのサーバーソフトウェア製品の中から

Altova LicenseServer を検索します。イメージ (.dmg) ファイルをダウンロード後、クリックして開きます。これにより、新しい仮想ドライブが

コンピューターにマウントされます。仮想ドライブで、パッケージ (.pkg) ファイルをダブルクリックして、画面上の指示に従います。手続きを続行

するには、使用許可承諾書に同意する必要があります。 

以下の点に留意してください:

· LicenseServer パッケージは以下にインストールされます:  /usr/local/Altova/LicenseServer 

· LicenseServer を作動するために必要な権限を有する altovalicenseserver というユーザー名が作成されます。

LicenseServer はデーモン (またはサービス)として起動され、このユーザーとして自動的に開始されます。

LicenseServer を作動する際のバックグラウンド情報

以下の点について注意してください:

· LicenseServer をデーモン (または、サービス) として作動することが奨励されます。

http://www.altova.com/ja/download.html
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· LicenseServer をデーモンとして作動する場合、LicenseServer を launchctl コマンドを使用して管理することが

最善策です。このコマンドは、ルートユーザーの特権を持つ場合のみ実行することができます。このため、非ルートユーザーとし

て作動している場合、ルートユーザー特権 (sudo launchctl... ) を一時的に取得するために sudo コマンドを使用

してください。

· LicenseServer がデーモンとして開始されると、(i) インストール時に LicenseServer インストーラーにより作成され、

(ii)  LicenseServer を作動するためのすべての権利を有する altovalicenseserver をユーザーとして自動的に

作動します。 詳細に関しては、LicenseServer の開始 を参照してください。 

インストール後に仮想ドライブから退出するには、右クリックし、「Eject」を選択します。

LicenseServer と Altova 製品間のバージョンの互換性

Altova サーバー製品の新しいバージョンは、サーバー製品のリリース時に最新のバージョンである LicenseServer のバージョンによりのみラ

イセンスを受けることができます。ですが、 Altova サーバー製品の古いバージョンは新しいバージョンの LicenseServer と作動することがで

きます。

この結果、新しいバージョンの Altova サーバー製品をインストールする場合、また現在の LicenseServer のバージョンが最新でない場

合、この古い LicenseServer バージョンをアンインストールし、 Altova W eb サイトで利用可能な最新バージョンをインストールしてくださ

い。古いバージョンの LicenseServer の全ての登録およびライセンス情報は、アンインストール時にサーバーマシンのデータベースに保存さ

れ、新しいバージョンに自動的にインポートされます。

最初に古いバージョンをアンインストールせず LicenseServer の新しいバージョンをインストールする場合、新規のバージョンがインストール

される前に、LicenseServer により古いバージョンが自動的にアンインストールされます。

現在インストールされている LicenseServer のバージョンは、 LicenseServer 構成ページ  (全てのタブ)の下部に表示されます。

以下も参照してください: LicenseServer の更新

サーバーマシンの再起動は必要ありません

LicenserServer がインストールされると、インストールされているマシンを再起動する必要はありません。LicensServer がサーバーマシン

上のサービスとして開始されていることを確認してください (次のセクションを参照)。
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5.2 LicenseServer をサービスとして開始する (macOS)

macOS システム上で LicenseServer をサービスとして開始する場合、次のコマンドをターミナルウィンドウ内で実行してください:

sudo launchctl load /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 

LicenseServer を停止する必要がある場合、以下を使用してください:

sudo launchctl unload /Library/LaunchDaemons/com.altova.LicenseServer.plist 
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5.3 LicenseServer の構成ページの開きかた (macOS)

このセクション: 

· 返された URL で構成ページを初回開く  

· LicenseServer 構成ページの URL  

· 初回パスワードでのログイン  

· 構成ページの固定ポートの設定  

返された URL で構成ページを初回開く

macOS システムでは、 CLI を介して LicenseServer に Altova サーバー製品を登録した場合、 LicenseServer の構成ページの

URL が返されます。ブラウザーでこの URL を開く際、ライセンス使用許諾契約書を読んで合意するようにプロンプトされます。ライセンス使用

許諾契約書に合意した後、構成ページのログインマスクが表示されます(下のスクリーンショット)。

メモ: Altova デスクトップ製品は、 W indows のみで使用することができます。Altova サーバー製品は W indows、Linux、

macOS のために使用することができます。

LicenseServer 構成ページの URL

LicenseServer 構成ページ  開くには、 アドレスバーに URL を入力して、「Enter」  を押します。構成ページのデフォルトの URL

は以下の通りです:

デフォルトでは、構成ページの URL は以下のとおりになります:

http://<serverIPAddressOrName>:8088/ 

構成ページ自身の HTML コードで示された WebUI.html という名前の URL は以下で見つけることができます:

Windows

C:/ProgramData/Altova/LicenseServer/WebUI.html 

Linux

/var/opt/Altova/LicenseServer/webUI.html

macOS

/var/Altova/LicenseServer/webUI.html

WebUI.html 内の (LicenseServer の) URL は <head> 要素の終わりに近い関数スクリプト内にある関数

checkIfServiceRunning() 内にあります。

初回パスワードでのログイン

上記のステップを踏んだ後、 構成ページ  のログインスクリーンが表示されます(下のスクリーンショット)。初回パスワード default でログ

インすることができます。ログインした後、 設定(Settings)  タブでパスワードを変更することができます。
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構成ページのためにポートを設定する

構成ページ (W eb Ui)のポート— と結果的にアドレス— は設定ページの W eb UI ペイン にて指定することができます。デフォルトのポー

トは 8088 です。LicenseServer 構成ページ  (下のスクリーンショット参照)の他のポートを設定することもできます。
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6 製品の登録と登録の解除

Altova サーバー製品にライセンスの割り当て る前に、 LicenseServer に製品を登録する必要があります。。Altova 製品から 登

録を行い、製品の種類に従い手順は異なります。

· デスクトップ製品:  ソフトウェアのライセンス認証ダイアログを使用して、登録が行われます。

· ソフトウェアのライセンス認証ダイアログを使用して、登録が行われます。W eb UI を持つサーバー製品 :  FlowForce

Server と MobileTogether Server の登録は、 W eb UI の セットアップ タブまたは製品の CLI により行うことができます。

· Web UI を持たないサーバー製品:  DiffDog Server、MapForceServer、 RaptorXML(+XBRL) Server、 と

StyleVisionServer の登録は、これらの製品の CLI を使用して行います。LicenseServer がインストールされているマシンの

サーバー名または IP アドレスが登録のために必要になります。

メモ: LicenseServer に製品を登録すると、製品のみが登録されるだけではなく、製品が登録されているマシン、および、ソフトウェアを

登録したユーザーのユーザープリンシパル名 (UPN) も登録されます。関連した情報に関しては、 Altova ライセンスの種類

を参照してください。

異なる Altova サーバー製品の登録方法を説明します:

· Altova デスクトップ製品の登録  

· DiffDog Server の登録  

· FlowForce Server の登録

· MapForce Server の登録

· MobileTogether Server の登録

· RaptorXML(+XBRL) Server の登録

· StyleVision Server の登録
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6.1 Altova デスクトップ製品の登録

Altova LicenseServer に Altova デスクトップ製品を登録するには、以下を行います:

1. メニューコマンド 「ヘルプ | ソフトウェアのライセンスの認証」 を選択して、製品のソフトウェアライセンス認証ダイアログに移動しま

す。ライセンスの承認は、 (i) Altova LicenseServer を使用して、または、 (ii) キーコードの詳細をアップロードしておこなうこと

ができます。このドキュメントでは、 Altova LicenseServer を使用した場合のライセンスの認証について説明します。

2. LicenseServer を使用して製品のライセンスの認証をおこなうには、(ダイアログの下にある)「Altova LicenseServer を使

用する」 をクリックします(下のスクリーンショットを参照してください)。

3. これによりダイアログが LicenseServer のライセンス認証モードに切り替えられます (下のスクリーンショット参照)。Altova

LicenseServer コンボボックスのドロップダウンリストから、 LicenseServer を選択します。License Servers の自動検知

は LAN 上で配信が送信されることを意味します。これらの配信がサブネットに制限されているため、License Server は自動検

知のためのクライアントマシンと同じサブネット上に存在する必要があります。自動検知が作動しない場合、サーバーの名前を入力

します。

選択された LicenseServer への接続が確立されると 製品はすぐに選択された LicenseServer に登録され、

LicenseServer の クライアント管理タブ  内で使用中の製品リストに製品が表示されます。

デスクトップ製品の登録解除

デスクトップ製品の登録を解除するには、LicenseServer の クライアント管理タブ  に移動し、製品のライセンス ペイン内の右側にあ

る 製品の 「製品の登録解除」 ボタンをクリックします。
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6.2 DiffDog Server の登録

DiffDog Server サーバーはライセンスが割り当てられる 前に Altova LicenseServer に登録される必要があります。 登録の方法

は以下の通りです。

DiffDog Server の登録 (W indows)

DiffDog Server をコマンドラインインターフェイス CLI を介し licenseserver コマンドを使用して登録することができます:  

DiffDogServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、LicenseServer が http://localhost:8088 で作動する場合、DiffDog Server を以下で登録してください:

DiffDogServer licenseserver localhost 

DiffDog Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動し、 DiffDog Server にライセンスを割り当てます 。

DiffDog Server の登録 (Linux)

Linux マシンでは、 DiffDog Server を DiffDog Server CLI の licenseserver コマンドを使用して LicenseServer に登録

することができます。DiffDog Server はルートの権限と共に開始されなければならないことに注意してください。

sudo /opt/Altova/DiffDogServer2021/bin/diffdogserver licenseserver localhost 

上記のコマンド内では、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わり

に使用することもできます。DiffDog Server 実行可能ファイルの場所に注意してください:

/opt/Altova/DiffDogServer2021/bin 

DiffDog Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動し、 DiffDog Server にライセンスを割り当てます 。

DiffDog Server の登録 (macOS)

macOS マシンでは、 DiffDog Server を DiffDog Server CLI の licenseserver コマンドを使用して LicenseServer に登

録することができます。DiffDog Server はルートの権限と共に開始されなければならないことに注意してください。

sudo /usr/local/Altova/DiffDogServer2021/diffdogserver licenseserver localhost 

上記のコマンド内では、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わり

に使用することもできます。

DiffDog Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動し、 DiffDog Server にライセンスを割り当てます 。
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6.3 FlowForce Server の登録

このセクション: 

· LicenseServer に FlowForce Server を登録する方法  

· FlowForce Server セットアップページへのアクセス (W indows)  

· FlowForce Server セットアップページへのアクセス (Linux)  

· セットアップページを介しての FlowForce Server の登録  

· FlowForce CLI を介しての FlowForce Server の登録 (W indows)  

· FlowForce CLI を介しての FlowForce Server の登録 (Linux)  

LicenseServer に FlowForce Server を登録する方法

FlowForce Server の LicenseServer への登録は以下の方法が使用できます:

· FlowForce Server セットアップページを介して  

· FlowForce CLI を介して(W indows)  

· FlowForce CLI を介して(Linux)  

FlowForce Server セットアップページへのアクセス (W indows)

FlowForce Server セットアップページへは以下の方法でアクセスできます:  

· スタート メニューから:

スタート | Altova FlowForce Server 2021 | FlowForce Server セットアップ ページ 

· Altova ServiceController から:  システムトレイの ServiceController アイコンをクリックします。ポップアップしたメニューか

ら Altova FlowForce Web | Setup を選択します。　

FlowForce Server セットアップページ(下のスクリーンショット) がポップアップします。

FlowForce Server セットアップページへのアクセス (Linux)

 Linux に FlowForce Server をインストールした後、(手順に関しては FlowForce Server ユーザードキュメンテーションを参照してく

ださい)。 以下のコマンドを使用して FlowForce W eb Server をサービスとして開始します:

sudo /etc/init.d/flowforcewebserver start 

 FlowForce Server の URL を含んだメッセージがターミナルウィンドウに表示されます:  

FlowForceWeb running on http://127.0.1.1:3459/setup?key=52239315203 

アドレスフィールドに URL を入力して、 FlowForce Server セットアップページにアクセスするために 「Enter」  を押します。 (下のスクリ

ーンショット)。
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セットアップページを介しての FlowForce Server の登録

セットアップページ (下のスクリーンショット)— へのアクセス方法は上記されています— LicenseServer フィールドは Altova

LicenseServer を登録するために指定されています。

LicenseServer 以下の 2 つの方法で指定できます。

· 現在ネットワークで使用可能な、つまり現在作動している、 Altova LicenseServers を検索することができます。この手順は、

「Altova LicenseServers 検索」 (Search for Altova LicenseServers) ボタンをクリックすることで実行できます (下

のスクリーンショットで黄色にハイライトされています)。
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検索によりネットワーク上で使用可能な Altova LicenseServers のリストが返されます。 1 つの LicenseServer が選択さ

れ、 (下のスクリーンショット) 他はコンボボックスのドロップダウンリストで使用可能です。 FlowForce ライセンスが保管されている

LicenseServer を選択します。

· または、 LicenseServer のアドレスを LicenseServer のフィールドに入力します。現在作動するがドロップダウンリストで使用

可能な場合、「手動でアドレスを入力」 (Manually Enter Address) ボタンをクリックして、 LicenseServer フィールドに

アドレスを入力することができます。

LicenseServer を指定した後、「LicenseServer により登録」 (Reg ister w ith LicenseServer)をクリックします。 指定された

LicenseServer により、サーバーアプリケーションが登録され LicenseServer の構成ページ のクライアント管理タブ  がブラウザー

で開かれます(下のスクリーンショット)。

メモ: LicenseServer 構成ページを表示するためにポップアップを許可しなければならないかもしれません。
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上部のスクリーンショットでは、 3 つの製品が DOC.altova.com の Altova LicenseServer に登録されています。　ライセンスの割り

当て方法に関しては、次のセクション登録された製品へのライセンスの割り当て で説明されています。

 FlowForce CLI  を介しての FlowForce Server の登録 (W indows)

W indows マシンでは、FlowForce Server は licenseserver コマンドを使用し、コマンドライン(CLI)を介してネットワーク上の

Altova LicenseServer に登録することができます:

FlowForceServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer が http://localhost:8088 で作動している場合、 FlowForce Server を以下で登録します:

FlowForceServer licenseserver localhost 
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FlowForce Server が他のサーバー製品のサブパッケージとしてインストールされている場合、 FlowForce Server の登録は自動的に

Altova サーバー製品も登録します。 FlowForce Server の登録に成功すると、 LicenseServer に移動して、 FlowForce Server

にライセンスを割り当てます。手順は登録された製品へのライセンスの割り当て のセクションに説明されています。

 FlowForce CLI  を介しての FlowForce Server の登録 (Linux)

Linux マシンでは、 FlowForce Server は FlowForce Server CLI の licenseserver コマンドを使用して LicenseServer

に登録することができます。FlowForce Server はルート権限とともに開始されなければならないことに注意してください。

sudo /opt/Altova/FlowForceServer2021/bin/flowforceserver licenseserver localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。 サーバーの IP アドレスを代わりに

使用することもできます。FlowForce Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/MapForceServer2021/bin 

FlowForce Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 FlowForce Server にライセンスを割り当てます。手順は

登録された製品へのライセンスの割り当て のセクションに説明されています。
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6.4 MapForce Server の登録

このセクション: 

· FlowForce Server からの MapForce Server の登録 (W indows)  

· スタンドアロンの MapForce Server の登録 (W indows)  

· MapForce Server の登録 (Linux)  

MapForce Server は FlowForce Server の一部として、またスタンドアロンのサーバー製品としてインストールすることができます。どちら

の場合でも、 Altova LicenseServer に登録されなければなりません。 LicenseServer に登録された後のみ、 LicenseServer から

ライセンスが割り当てられます。  W indows システムでは、 MapForce Server が FlowForce Server の一部としてインストールさ

れる場合、 FlowForce が登録される際自動的に登録されます。Linux システムでは、 MapForce Server が FlowForce Server

の後にインストールされる場合、 FlowForce Server が登録される際に自動的に登録されます。MapForce Server が FlowForce

Server の前にインストールされると、両方の製品を個別に登録する必要があります。

FlowForce Server からの MapForce Server の登録 (W indows)

MapForce Server は FlowForce Server にパッケージされており、 FlowForce Server がネットワークの Altova

LicenseServer に登録されている場合、 MapForce Server は自動的に LicenseServer に登録されます。 FlowForce

Server の登録方法は、のドキュメンテーションのLicenseServer に FlowForce Server を登録する セクションに説明されていま

す。

登録の後、 LicenseServer に移動して MapForce Server ライセンスを MapForce Server に割り当てます。手順は 登録された

製品にライセンスを割り当てる セクションに説明されています。

スタンドアロンの MapForce Server の登録 (W indows)

MapForce Server をスタンドアロン パッケージとしてインストールした場合、ネットワークの Altova LicenseServer に登録し、 Altova

LicenseServer からライセンスを与える必要があります。 MapForce Server を コマンドラインインターフェイス(CLI) 介して

licenseserver コマンドを使用して登録することができます:

MapForceServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer が以下で作動している場合、 http://localhost:8088、 MapForce Server を以下で登録します:

MapForceServer licenseserver localhost 

MapForce Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、 MapForce Server にライセンスを割り当てます。手順はセ

クション登録された製品にライセンスを割り当てる に説明されています。

MapForce Server の登録 (Linux)

Linux マシンでは、  MapForce Server を LicenseServer に MapForce Server CLI の licenseserver コマンドを使用し

て登録することができます。 MapForce Server はルート権限とともに開始されなければならないことに注意してください。

sudo /opt/Altova/MapForceServer2021/bin/mapforceserver licenseserver localhost 
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上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。 サーバーの IP アドレスを代わりに

使用することもできます。MapForce Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/MapForceServer2021/bin 

MapForce Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 MapForce Server にライセンスを割り当てます。手順は

登録された製品へのライセンスの割り当て のセクションに説明されています。
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6.5 MobileTogether Server の登録

MobileTogether Server を開始するには、システムトレイの 「ServiceController」 アイコンをクリックします。ポップアップしたメニュー

Altova MobileTogether Server をポイントし、 (下のスクリーンショット参照)、MobileTogether Server  サブメニューから 「サー

ビスの開始」(Start Service) を選択します。MobileTogether Server が既に作動している場合、 サービスの開始(Start

Service) オプションは無効化されます。

MobileTogether Server の登録:

· MobileTogether Server W eb UI の設定タブ :  (i)  ServiceController を介して、MobileTogether を開始する(前述

のポイント参照)。(ii) 構成ページにアクセスするためにパスワードを入力する。(iii) 設定タブを選択する。(iv)ページ下の

LicenseServer タブに移動する。LicenseServer 名またはアドレスを入力し、 「LicenseServer により登録」

(Register with LicenseServer)をクリックする。

· CLI の licenseserver コマンドを使用する:

MobileTogetherServer licenseserver [options] ServerName-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer がインストールされているサーバー名 localhost の場合:

MobileTogetherServer licenseserver localhost 

MobileTogether Server  の登録(Linux)

Linux マシンでは、  MobileTogether Server を LicenseServer に MapForce Server CLI の licenseserver コマンドを使

用して登録することができます。MobileTogether Server はルート権限とともに開始されなければならないことに注意してください。

sudo /opt/Altova/MobileTogetherServer7.2/bin/mobiletogetherserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わりに使

用することもできます。

MobileTogether Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 MobileTogether Server にライセンスを割り当てま

す 。

MobileTogether Server  の登録(macOS)

macOS マシンでは、MobileTogether Server は LicenseServer を MobileTogether Server CLI の licenseserver コマ

ンドを使用して登録することができます。MobileTogether Server はルート権限とともに開始されなければならないことに注意してください。
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sudo /usr/local/Altova/MobileTogetherServer7.2/mobiletogetherserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わりに使

用することもできます。

MobileTogether Server の登録が成功すると、 LicenseServer に移動して、 MobileTogether Server にライセンスを割り当てま

す 。
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6.6 RaptorXML(+XBRL) Server の登録

RaptorXML(+XBRL) Server サーバーはライセンスが割り当てられる 前に Altova LicenseServer に登録される必要がありま

す。登録の方法は以下の通りです。

RaptorXML(+XBRL) Server の登録 (W indows)

RaptorXML(+XBRL) Server をコマンドラインインターフェイス CLI を介し licenseserver コマンドを使用して登録することができま

す:  

RaptorXML Server:

RaptorXML licenseserver Server-Or-IP-Address

RaptorXML+XBRL

Server:

RaptorXMLXBRL licenseserver Server-Or-IP-Address

例えば、 LicenseServer が以下で作動している場合 http://localhost:8088、 RaptorXML(+XBRL) Server を以下で

登録します:

RaptorXML Server:

RaptorXML licenseserver localhost

RaptorXML+XBRL

Server:

RaptorXMLXBRL licenseserver localhost

RaptorXML(+XBRL) Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、LicenseServer に移動して、

RaptorXML(+XBRL) Server にライセンスを割り当てます 。

RaptorXML(+XBRL) Server  の登録 (Linux)

Linux マシンでは、RaptorXML(+XBRL) Server を LicenseServer に RaptorXML(+XBRL) Server CLI の

licenseserver コマンドを使用して登録することができます。RaptorXML(+XBRL) はルート権限とともに開始されなければならないこ

とに注意してください。

sudo /opt/Altova/RaptorXMLServer2021/bin/raptorxmlserver licenseserver localhost 

sudo /opt/Altova/RaptorXMLXBRLServer2021/bin/raptorxmlxbrlserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わりに使

用することもできます。RaptorXML(+XBRL) Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/RaptorXMLServer2021/bin 

/opt/Altova/RaptorXMLXBRLServer2021/bin 

RaptorXML(+XBRL) Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、LicenseServer に移動して、

RaptorXML(+XBRL) Server にライセンスを割り当てます 。

RaptorXML(+XBRL) Server  の登録 (macOS)

macOS マシンでは、 RaptorXML(+XBRL) Server を RaptorXML(+XBRL) Server  CLI の licenseserver コマンドを使

用して登録することができます。RaptorXML(+XBRL) Server はルートの権限と共に開始されなければならないことに注意してください。
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sudo /usr/local/Altova/RaptorXMLServer2021/raptorxmlserver licenseserver localhost 

sudo /usr/local/Altova/RaptorXMLXBRLServer2021/raptorxmlxbrlserver licenseserver

localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わりに使

用することもできます。

RaptorXML(+XBRL) Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、LicenseServer に移動して、

RaptorXML(+XBRL) Server にライセンスを割り当てます 。
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6.7 StyleVision Server の登録

StyleVision Server は FlowForce Server の一部として、またスタンドアロンのサーバー製品としてインストールすることができます。どち

らの場合でも、 Altova LicenseServer に登録されなければなりません。 LicenseServer に登録された後のみ、 LicenseServer か

らライセンスが割り当てられます。  W indows システムでは、 StyleVision Server が FlowForce Server の一部としてインストー

ルされる場合、 FlowForce が登録される際自動的に登録されます。Linux システムでは、 StyleVision Server が FlowForce

Server の後にインストールされる場合のみ、 FlowForce Server が登録される際に自動的に登録されます。 FlowForce Server is

registered. 

FlowForce Server からの StyleVision Server の登録 (W indows)

StyleVision Server は FlowForce Server にパッケージされており、 FlowForce Server がネットワークの Altova

LicenseServer に登録されている場合、 StyleVision Server は自動的に LicenseServer に登録されます。 FlowForce

Server の登録方法は、ドキュメンテーションの LicenseServer に FlowForce Server を登録する セクションに説明されています。

StyleVision Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、LicenseServer に移動して、StyleVision Server にラ

イセンスを割り当てます 。

スタンドアロンの StyleVision Server の登録 (W indows)

StyleVision Server をスタンドアロン パッケージとしてインストールした場合、ネットワークの Altova LicenseServer に登録し、 Altova

LicenseServer からライセンスを与える必要があります。  StyleVision Server を コマンドラインインターフェイス(CLI) 介して

licenseserver コマンドを使用して登録することができます:

StyleVisionServer licenseserver Server-Or-IP-Address 

例えば、 LicenseServer が以下で作動している場合、 http://localhost:8088、 StyleVision Server を以下で登録します

:

StyleVisionServer licenseserver localhost 

StyleVision Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、LicenseServer に移動して、StyleVision Server にラ

イセンスを割り当てます 。

StyleVision Server の登録 (Linux)

Linux マシンでは、StyleVision Server を LicenseServer に StyleVision Server CLI の licenseserver コマンドを使用し

て登録することができます。 StyleVision Server はルート権限とともに開始されなければならないことに注意してください。

sudo /opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin/stylevisionserver licenseserver localhost 

上記コマンドでは、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。 サーバーの IP アドレスを代わりに

使用することもできます。StyleVision Server 実行可能ファイルの場所は以下の通りです:

/opt/Altova/StyleVisionServer2021/bin

StyleVision Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動して、LicenseServer に移動して、StyleVision Server にラ

イセンスを割り当てます 。
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StyleVision Server の登録(macOS)

macOS マシンでは、 StyleVision Server は LicenseServer を StyleVision Server CLI の licenseserver コマンドを使

用して登録することができます。StyleVision Server はルートの権限と共に開始されなければならないことに注意してください。

sudo /usr/local/Altova/StyleVisionServer2021/stylevisionserver licenseserver

localhost 

上記のコマンド内では、 localhost は、LicenseServer がインストールされているサーバーの名前です。サーバーの IP アドレスを代わり

に使用することもできます。

StyleVision Server の登録に成功すると、LicenseServer に移動し、 StyleVision Server にライセンスを割り当てます 。
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6.8 製品の登録の解除

製品の登録を解除するには、以下を行います:

1. クライアント管理タブ に移動します。

2. 登録済みのクライアントマシンと登録済みの製品をリストする左側のペインで、 登録を解除する製品が存在するクライアントマシン

を選択します。 

3. 右側のペインで、登録を解除する製品の「製品の登録の解除」 ボタンをクリックします (下のスクリーンショットを参照)。

4. 表示される確認ダイアログ内で、「はい」(Yes)をクリックします。ライセンスが製品に割り当てられると、製品の登録が解除される

と、割り当ては中断されます。
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7 製品ライセンスのアップロードと認証

このセクションでは以下について説明されています:

· LicenseServer のライセンスプールに ライセンスをアップロード  する方法。

· ライセンスプール内で ライセンスを有効化、または、無効化する  方法。

· 異なる ライセンスのステータス値  の意味。

67

68

69



(C) 2015-2021 Altova GmbH

製品ライセンスの LicenseServer へのアップロード 67製品ライセンスのアップロードと認証

Altova LicenseServer

7.1 製品ライセンスの LicenseServer へのアップロード

Altova からライセンスファイル (ファイル拡張子 .altova_licenses) の取得後、このファイルを Altova LicenseServer へこのファイ

ルをアップロードするために適切な場所に保存します。購入に従い、各ライセンスファイルに一つ、または、複数のライセンスを含むことができま

す。ライセンスファイルをアップロードすると、全てのライセンスが LicenseServer のライセンスプールにアップロードされ、LicenseServer に

登録されている Altova 製品に割り当てられることができます。1つまたは複数のライセンスファイルと、すべての Altova 製品のためにアップロ

ードされているライセンスは LicenseServer 上のライセンスプール内に集められます。LicenseServer 構成ページのタブ内にライセンスプ

ールは表示されています (下のスクリーンショット).

ライセンスファイルは、ライセンスプール (License Pool) タブの ライセンスファイルのアップロード (Upload License File) 機能を使用し

て、 LicenseServer にアップロードされます (上のスクリーンショット参照)。「参照」 (Browse) ボタンをクリックして希望するライセンス

ファイルを選択します。(アップロードするライセンスファイルは Altova からのライセンス電子メール内に添付として受信済みの

.altova_licenses ファイル拡張子を持つファイルを指します)。ライセンス ファイルのアップロード (Upload License File) テキスト

フィールドにライセンス ファイルが表示され、 「アップロード」 (Up load) ボタンが有効化されます。「アップロード」 (Up load) ボタンをクリッ

クしてライセンス ファイルをアップロードします。ファイルの全てのライセンスは、アップロードされライセンスプールタブに表示されます。下のスクリー

ンショットは、複数のライセンスファイルからアップロードされた複数のライセンスを表示しています。

ステータスに関しての詳細は、ライセンスステータス を参照してください。
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7.2 ライセンスの有効化/無効化

ライセンスを割り当てるには、ライセンスは アクティブ または 保留 の状態である必要があります。 (保留中の ライセンスには将来の開始日

があり、その開始日にアクティブ になります)。その開始日を過ぎてもライセンスがアクティブではない場合  (例えば、管理者により手動で無効

化された場合など。 詳細に関しては、ライセンスの状態 を参照してください) 割り当てられる前に有効化される必要があります。

有効化されていないライセンスプールタブ内で有効化されます (下のスクリーンショット)。 有効化されていないライセンスを選択して、(タブの

下にある) Activate (アクティブ化)ボタンをクリックします。 

関連した情報

· ライセンスのステータスに関する詳細は、ライセンスのステータス のセクションを参照してください。

· アクティブなライセンスを無効化するには、ライセンスを選択して、(タブの下にある)「無効化」 (Deactivate) をクリックします。 

· アクティブではないライセンスを削除するには、ライセンスを選択して、(タブの下にある)「削除」 (Delete) をクリックします。

· ライセンスの有効化、無効化、削除に関する詳細は、ライセンスプール のセクションを参照してください。
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7.3 ライセンスの状態

ライセンスの状態値は以下の通りです:

· アクティブ化:  ライセンスが、 LicenseServer のライセンスプールにアップロードされると、サーバーはライセンスに関連したデータを

altova.com マスター ライセンス サーバーに、検証、認証、与えられたライセンスをアクティブ化するために送信します。これは、

Altova ライセンス使用許諾契約書への順守を確認するために必要です。通常 30 秒から数分かかる、初回アクティブ化と認証

トランザクション中、—インターネットの接続スピードとネットワークの交通量—にもよりますが、ライセンスの状態はアクティブ化

(Activating....) と表示されます。

· 失敗した検証Altova.com マスターライセンスサーバーへの接続が確立しなかった場合、プール内のライセンスの状態は失敗し

た検証 (Failed Verification) と表示されます。これは起こり得ることですので、インターネットの接続とファイアウォールのルールを

確認して、 LicenseServer が altova.com マスターライセンスサーバーと通信できるように確認してください。 

· アクティブ化:  ライセンスが認証されてアクティブ化されると、状態はアクティブ (Active) に変更されます。 

· 非アクティブ:  ライセンスは検証されたが、ネットワークの他の LicenseServer に存在する場合、状態は非アクティブ

(Inactive) と表示されます。非アクティブ状態は、管理者がライセンスプール内でのライセンスを手動で非アクティブ化に設定した

際におこります。

· 保留中:  ライセンスの開始の日付が未来の日付である場合、ライセンスは保留として表示されます。00:00 時に有効化にステー

タスが変更されます。保留中ライセンスを製品に割り当て、作動中のクライアントプロセスが中断されることなく新規のライセンスへの

譲渡が滞りなく行われることを保証します。

· ブロック済み:  (i) ライセンスの期限が切れている場合 (ii) ライセンスの認証に問題がある場合 および altova.com マスターラ

イセンスサービスが　このライセンスを使用する許可を与えていない場合ライセンスがブロック済み と表示されます。.問題はライセン

ス使用許諾の違反、ライセンスの過剰使用、またはコンプライアンスの問題などにより引き起こされます。問題を解決すると、ライセ

ンスを削除、再アップロード、再度アクティブ化します。追加情報に関しては下記を参照してください。

これらの状態は以下のテーブルにまとめられています:

状態 意味

有効化…

アップロードする際、ライセンスの情報は altova.com に検証のために送信されます。アップデータされた状

態を確認するためにブラウザーを更新してください。検証とアクティブ化は数分かかります。

失敗した検証

altova.com への接続が確立しませんでした。接続を確立し、サーバーを再開始するか、(「Activate」

ボタンを使用して)ライセンスをアクティブ化します。

アクティブ化

検証に成功し、ライセンスはアクティブ化されました。

非アクティブ

検証には成功しましたが、ライセンスがネットワークの他の LicenseServer に存在します。ライセンスは

「Deactivate」 ボタンにより非アクティブ化することができます。

保留中 保留中のライセンスには、開始と終了の日付が存在し、開始日にアクティブに切り替えられます。製品に割り

当てることが出来、ライセンスの有効期限が切れる前に製品のライセンスの自動更新をおこなうことができま

す。

ブロックされた

検証が成功しませんでした。ライセンスは無効でブロックされています。ライセンスをブロックしている問題が解決

されると、ライセンスを削除、再ロード、またはライセンスをアクティブに設定することができます。ライセンスが更新

される都度、新規の検証を開始する Altova マスターサーバーに通信します。再度アップロードを行わない場

合、ライセンスの検証は、計画されている Altova マスターサーバーとの通信まで保留になり、同日に発生しな

い場合があります。問題が継続する場合、Altova サポート に連絡してください。

http://www.altova.com/support
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メモ: ライセンスが altova.com に検証のため送信された後、アップデートされた状態を確認するためにブラウザーを更新する必要があ

ります。検証とアクティブ化は数分かかります。

メモ:  altova.com への接続が確立しない場合、状態は失敗した検証 (Failed Verification) と表示されます。接続を確立し

た後、への接続が確立しませんでした。接続を確立し、サーバーを再開始するか、(「Activate」 ボタンを使用して)ライセンスをア

クティブ化します。

Note: ライセンス状態が非アクティブまたはブロックされたと表示されている場合、ステータスを説明したメッセージがメッセージログに追加さ

れます。

製品のインストールにはアクティブな、または、保留されているライセンスのみを割り当てることができます。非アクティブなライセンスはアクティブ化

されるか、またはライセンスプールから削除することができます。ライセンスがライセンスプールから削除された場合、ライセンスファイルを再度アップ

ロードすることでアップロードできます。ライセンスファイルがアップデートされると、プールに存在しないライセンスのみがアップロードされます。度アッ

プロードされると、ライセンスプール内で準備されていないライセンスのみがライセンスプールに追加されます。ライセンスをアクティブ化、非アクティ

ブ化、または削除するには、それぞれ、 「Activate」、 「Deactivate」 または 「Delete 」 ボタンをクリックしてください。
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8 製品ライセンスを割り当てる方法

このセクションは登録されている製品に製品ライセンスを割り当てる方法について説明されており、ライセンスの割り当てに関する情報が提供さ

れています:

· 登録された製品へのライセンスの割り当て   

· ライセンスの割り当ての解除  

· 割り当て済みのライセンスの編集  

他の役に立つ情報:

· Altova ライセンスの種類  

· プロセッサコアとライセンス  
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8.1 登録された製品へのライセンスの割り当て

(i)  (LicenseServer と) ライセンスを供与する製品を登録した後 (ii) 割り当てるライセンスをアップロードすると登録済みの製品に以下の

ようにライセンスを割り当てることができます:

1. クライアント管理 タブ  に移動し、左側のペイン内で、ライセンスをインストールする製品が存在するクライアントマシンを選択しま

す。

2. 右側のペイン内で、マシンの 登録済みの製品 を確認することができます。

3. 製品の 割り当て済みのライセンスの編集 ボタンをクリックします。

4. 使用することのできるライセンスのリストから割り当てるライセンスを選択します(詳細に関しては、下の 割り当て済みのライセンス

の編集 ダイアログ  を参照してください)。

5. 「変更の適用」をクリックします。

割り当て済みのライセンスの編集 ダイアログ

登録済みの製品にライセンスを割り当てるには、その製品の 「割り当て済みのライセンスの編集」 ボタンをクリックします (上記のステップ

3 )。これにより割り当て済みのライセンスの編集 ダイアログが表示されます (下のスクリーンショット参照)。

割り当てられているライセンスの編集について以下の点に注意してください:

· ライセンスされる製品はダイアログの上部左にリストされます。上部のスクリーンショットでは、製品は Altova

RaptorXML+XBRL Server です。

· サーバーがインストールされているマシン (上のスクリーンショットでは doc-aab  ) が横にリストされます。

· ダイアログは、ライセンスプールにあるその製品の現在アクティブなライセンスを表示します。スクリーンショットでは、 現在アクティブなラ

イセンスである、 RaptorXML+XBRL Server ライセンスがライセンスプールにあります。(LicenseServer は自動的のライセン

スが適用される製品を自動的に検知します)。

· ライセンスの種類は、コア  (MobileTogether Server を含む Altova サーバー製品 ) または ユーザー ( 3.0 以前の Altova

デスクトップ製品 と MobileTogether Server バージョン) であることができます。ライセンスの種類  は ライセンスの種類 カ

ラムに表示されています。上のスクリーンショット内のライセンスは 16 CPU コア分ライセンスされています。 
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· Altova サーバー製品がインストールされているサーバーのプロセッサコア数を把握する必要があります。マシンがデュアル コア プロ

セッサの場合、 2 コア ( CPU コア数) ライセンスが必要です。サーバー製品の登録に必要なコア数はマシンの名前の下にリストさ

れています。ライセンスは必要とされるコア数をカバーする必要があります。ライセンスは必要とされるコア数をカバーする必要があり、

必要とされるコア数に達成するために、ライセンスを組み合わせることもできます。ですから、例えば、マシンのプロセッサがオクタコア

(8 コア) の場合、2つの 4 コアライセンスを組み合わせることができます。割り当てられているライセンスの組み合わされたコアのカウ

ントは、コアの必要とされる数量よりも少ないコア数である必要があります。

· 割り当てされたライセンスの編集ダイアログは、その 製品の現在アクティブなライセンスのみをリストします。他の Altova 製品のライ

センスはリストされません。

· 既に割り当てられたライセンスに関しては、—たとえば、ネットワークでの製品の他のインストールは、—チェックボックスがチェックされ

ています。ですからチェックされていないライセンスのみが選択できます。

· # 列はクライアントに対して有効な CPU コア、または、ユーザーの数量 (古い MobileTogether Server の場合、

MobileTogether Client の数量) を表示しています。

割り当てを希望するライセンスの選択。ライセンスチェックボックスがチェックされます。割り当てを希望するライセンスの選択。ライセンスチェック

ボックスがチェックされます。製品のライセンスされた CPU コア数がダイアログ上部左に最大限ライセンスされた CPU コア (Max

licensed CPU コア) とリストされます (上部スクリーンショット参照)。ライセンスされた　CPU コア数を増やしたい場合は更にライセンス

を選択することができます。最大限ライセンスされた CPU コア はこの場合、選択されたすべてのライセンスのコア総数です。

ライセンスを選択した後、 「変更を適用」(App ly Changes) をクリックします。製品に割り当てられたライセンスはクライアント管理タブに

表示されます(下のスクリーンショット参照)。このスクリーンショットは　 Altova RaptorXML+XBRL  に 16-CPU-コア ライセンスが割り

当てられたことを表示しています。 

単一スレッド実行

Altova サーバー製品が単一スレッドの実行を許可すると 単一スレッドの実行 を使用できるようになります。この場合、Altova サーバー製

品ライセンスはライセンスプール内で1コアのみ使用することができます。複数のコアを持つマシンはこの1コアライセンスに割り当てることができま

す。このような場合、その製品を作動するマシンは単一コアで作動します。(マルチコアでは使用可能な)複数スレッドを使用できないため処理

はこのために遅くなります。製品はそのマシン上で単一スレッドモードで実行されます。

マルチコアマシンに単一コラライセンスを割り当てるには、その製品のために LicenseServer 内で 「単一スレッド実行に制限する」 チェッ

クボックスを選択してください。
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関連した情報

関連した情報のために下にリストされるトピックを参照してください:

· Altova ライセンスの種類  

· プロセッサコアとライセンス  

8

10



(C) 2015-2021 Altova GmbH

ライセンスの割り当ての解除 75製品ライセンスを割り当てる方法

Altova LicenseServer

8.2 ライセンスの割り当ての解除

マシン上のソフトウェアインストールからライセンスの割り当てを解除するには、以下を行います:

1. クライアント管理  タブに移動します。 

2. 左側のペインで、マシンを選択し、右側のペインで割り当てを解除するソフトウェアを選択します。 

3. ソフトウェアの 「割り当て済みのライセンスの編集」 ボタンをクリックします。割り当て済みライセンスの編集ダイアログ  が表示

されます(下のスクリーンショット参照)。

4. ライセンスの選択を解除します。

5. 「変更の適用」をクリックします。

82
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8.3 割り当て済みのライセンスの編集

ライセンスが製品に割り当てられると、クライアント管理 タブを使用してライセンスの割り当てを解除することができます。

(右側) 製品ライセンス ペイン内で (下のスクリーンショットを参照) (ライセンス情報を含むテーブルの右上にある)その製品の 割り当て

済みのライセンスの編集 ボタンをクリックします。

割り当て済みのライセンスの編集 ダイアログ (下のスクリーンショット) が表示されます。このダイアログはライセンスプール内にあるその製品の

ためのすべてのライセンスをリストし、左側の割り当て済みのライセンスのチェックボックスが選択されます。 (下のスクリーンショットを参照)。

82
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割り当てを解除するライセンスを選択し、「変更の適用」をクリックします。その製品に対してライセンスの割り当ては解除され、ライセンスを他

の製品に対して使用することができます
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9 構成ページ レファレンス

LicenseServer 構成ページ (または W eb UI) は LicenseServer の管理者インターフェイスです。W eb ブラウザー内でビューし、

LicenseServer と  LicenseServer に登録されている Altova 製品のライセンスを管理することができます。 構成ページの開き方は

LicenseServer の構成ページの開きかた (W indows) 、LicenseServer の構成ページの開きかた (Linux)  と

LicenseServer の構成ページの開きかた (macOS)  のセクションで説明されています。のセクションで説明されています。

このセクションは構成ページのユーザーレファレンスが構成ページのタブにより整理されています:

· ライセンスプール  

· クライアント管理

· クライアントの監視

· 設定

· メッセージ、ログアウト  

LicenseServer を使用したライセンスの割り当てる方法の詳細に関しては、 製品ライセンスを割り当てる方法 を参照してください。

メモ: LicenseServer 構成ページ  は SSL をサポートしません。
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9.1 ライセンスプール

ライセンスプール タブは以下の機能を提供します (下のスクリーンショット) :

· (ライセンスが保管されるデータベースである) LicenseServer のライセンスプールにライセンスファイル内のライセンスをアップロード。

詳細に関しては 製品ライセンスのアップロードと認証  を参照してください。

· ライセンスプール内に存在するライセンスに関する情報を表示します (下のスクリーンショットを参照)。

· ライセンスプール内に存在するライセンスを有効化、無効化、削除します (詳細に関しては下記を参照してください )。

このページ上の アップロード ボタンを使用して、LicenseServer にライセンスファイルがアップロードされると、ライセンスファイル内に含まれて

いるすべてのライセンスは LicenseServer 上のライセンスプールにアップロードされます。ライセンスプールタブにより LicenseServer 上で

現在使用することのできるすべてのライセンスの概要が表示されます。ライセンスが有効化されると、 LicenseServer に登録 された製

品に割り当てられ ます。

このトピックは (i) ライセンスプールタブ内で表示されているライセンスに関する情報の意味を説明し  (ii) ライセンスを有効化、無効化、

削除 する方法について説明しています。

ライセンス情報

次のライセンス情報が表示されます:

· 状態:  以下の値であることができます:  アクティブ化 | 失敗した検証 | アクティブ | 非アクティブ| ブロックされた。 次を参照して

ください:  ライセンスの状態  。

· 名前、会社:  ライセンスの名前と会社名です。この情報は、購入の際に購入者により提供された情報を基にしています。

· 製品、エディション、バージョン:  ライセンスされている製品のバージョンとエディションです。 各列の一番上は、ライセンスをカテゴリ

別にフィルターするコンボボックスです。

· キーコード、バンドル ID: 製品のロックを解除するライセンスキーです。単一の Altova MissionKit バンドル内の全ての製品

は、バンドル ID同じを有しています。 バンドルされていない製品には、バンドル ID は存在しません。
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· 開始日、終了日: ライセンスの有効期限を示します。有効期限の無いライセンスには、終了日がありません。

· 有効期限日数、 SMP (残りの日数):  ライセンスの有効期限が切れるまでの日数。ライセンスされている各購入には、特定の

日数の間有効なサポート & メンテナンスパッケージが付随します。 SMP 列は、有効な SMP 日数を表示しています。

· #、ライセンスの種類:  # 列内にリストされている許可されているユーザーまたは CPU コアの数量です。 ライセンスが管理するユ

ーザーまたはコアが ライセンスの種類 列で表示されています (詳細に関しては Altova ライセンスの種類  を参照してくだ

さい)。Altova デスクトップ製品  の場合、ユーザー(同時実行ユーザーライセンスの場合はマシン-ユーザー、名前が付けられ

ているユーザーライセンスの場合は名前の付けられているユーザー) をベースにライセンスは割り当てられています。Altova サーバ

ー製品の場合は、 CPU コア をベースにライセンスは割り当てられています(プロセッサコアとライセンス  を参照してくださ

い)。

· クライアント:  この列の情報は製品がデスクトップ製品、または、サーバー製品であるかにより異なり、違いは以下で説明されるとお

りです。デスクトップ製品の場合、ユーザーカウントとマシンカウントが提供されています。サーバー製品の場合、以下が示されていま

す:  (i) 割り当て済みのライセンスは割り当て済みにより示されています。 (ii) 作動中のサーバー製品によりライセンスが使用され

ている場合、作動中 が表示されます。この列内のアイコンをクリックすると実行されるアクションは以下で説明される とおりで

す。 

デスクトップ製品のためのクライアント情報

· デスクトップ製品に与えられているユーザーアカウントとマシンカウント。

· マシンカウント は割り当て済みのライセンスの数量を示しています。 例えば、 7/10 マシンは 10 台の (マシンユーザー、または、

名前の付けられたユーザー ) クライアント上でソフトウェアをインストールすることが許可されており 7 台のクライアントにライセンスが

割り当てられていることを意味します。

· ユーザーカウント は現在作動している (マシンユーザー、または、名前の付けられたユーザー ) クライアントの数量を示していま

す。例えば、 3/10 ユーザー は許可されている10人のユーザーのうち3人によりライセンスが使用されていることを示しています。

· ユーザーカウント と マシン カウント はともに与えられているライセンスの現在のライセンス供与能力と使用状況を示しています。

例えば、 マシンカウントが 7/10 の場合、そして ユーザーカウントが 3/10 の場合、以下を情報を知ることができます:  (i) 10 台

のマシン上で、 または(インストール済みのユーザーライセンスの場合) 10 名のユーザーに対して(名前が付けられているユーザーラ

イセンス) ソフトウェアの使用が許可されています。 (ii) 7 台のマシン (または 7 名のユーザー) に対してソフトウェアはライセンスさ

れています。 (iii) 7 つのライセンス供与済みのソフトウェアのインストール中、3 つのソフトウェアのインストールが現在作動していま

す。異なるライセンスの型に関する情報に関しては、 Altova ライセンスの種類 を参照してください。.

· この列内に表示されるアイコンに関する情報は、下 を参照してください。 

サーバー製品のためのクライアント情報

· ライセンスが割り当て済みかを表示します。 割り当てられている場合、割り当て済み が表示されています。 それ以外の場合、フィ

ールドは空です。

· ライセンスが製品のインストールに割り当てられている場合、そして、インストールが現在作動している場合、(割り当て済み に加

え) 作動中 が表示されます。それ以外の場合はフィールドは 割り当て済み のみを含んでいます。

· この列内に表示されるアイコンに関する情報は、下 を参照してください。 

ライセンスプール (License Pool) タブのアイコン

Altova M issionKit ロゴ。 デスクトップ製品ライセンスが  MissionKit ライセンス  の一部である場合、 Altova デスクトッ

プ製品名の横に表示されます。 MissionKit License の一部である製品ライセンスが特定のユーザーに割り当てられている場

合、 MissionKit バンドル内の他の製品ライセンスのすべてが同じユーザーに割り当てられます。

割り当てられたクライアントの表示。　割り当たられたライセンスのクライアント列 内に表示されます。 クライアントの登録されて

いる製品のライセンスを管理する クライアント管理  タブに移動します。

実行中のクライアントの表示。 現在作動中のソフトウェアに割り当てられているライセンスのクライアント列内に表示されます。

ソフトウェアを作動ているクライアントマシンのクライアントの監視 に移動します。 ここで、選択されたクライアントと登録されたソ

フトウェアが表示されます。

情報の表示。割り当てられていないライセンスのクライアント列内に表示されます。ユーザーの人数、ライセンスがライセンスバンド

ルの一部であるか等のライセンスに関する情報を表示します。 
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ライセンスのアクティブ化、非アクティブ化、および削除

ライセンスをアクティブ化、非アクティブ化、または、削除する場合、左側のチェックボックスがチェックされるようにライセンスを選択します。「アク

ティブ化」、「非アクティブ化」、または、「削除」 を必要に応じてクリックします。

以下の点に注意してください:

· アクティブではないライセンスをアクティブ化し、アクティブではないライセンスをアクティブ化することができます。

· アクティブではないライセンスのみを削除することができます。これは、アクティブなライセンスが削除する前に非アクティブ化されなけれ

ばならないことを意味します。

· ライセンスが削除されると、ライセンスプールから削除されます。

· 削除済みのライセンスは削除済みのライセンスを含むライセンスファイルをアップロードすることによりライセンスプールに再度追加する

ことができます。ライセンスファイルが再度アップロードされると、ライセンスプール内で準備されていないライセンスのみがライセンスプー

ルに追加されます。ライセンスプール内に既存のライセンスは再度追加されません。



82 構成ページ レファレンス クライアント管理

(C) 2015-2021 Altova GmbH

Altova LicenseServer

9.2 クライアント管理

クライアント管理タブ (下のスクリーンショット) は LicenseServer に登録されているすべてのクライアント (マシンユーザーと名前が付けられ

ているユーザー) の概要を提供します。各クライアントに関しては、登録済みの製品が表示されており、登録済みの製品のライセンスを管理す

ることができます。製品とクライアントの登録を解除することができます。

クライアント管理タブは2つのペインに分割されています:

· 登録済みのクライアント:  左側のペインは LicenseServer に登録済みの  Altova 製品が一つでも存在するネットワーク上

のクライアント(マシンユーザーと名前付けられているユーザー) のリストをテーブルで示しています。このようなクライアントは登録済み

のクライアントと呼ばれます。各登録済みのクライアントは、登録済みの製品ととみに左側のペインにリストされています。 このペイン

内の表示は、フィルターを選択、または、ペインの列の一つの上にフィルターを入力して行うことができます。

· 製品のライセンス:  これは右側のペインです。 登録済みのクライアントが左側 (登録済みのクライアント) ペインで選択されている

と クライアントの登録済みの製品が右側のペイン内でライセンスの詳細が表示されます。ここで各登録済みの製品のライセンスを管

理することができ、また、製品とクライアントの登録を解除することができます 。更に、サーバー-製品ライセンスを1コアのみ使用

するようにこのペインでセットアップすることができます。単一スレッドの実行 を参照してください。

クライアント管理タブを理解する

クライアント管理タブに関して以下の点に注意してください:

· 左側のペイン内で、各登録済みクライアントは登録済みの製品と共に表示されています。上のスクリーンショットの (左側のペイン

内で)  LicenseServer に登録されている3つの製品がある1つのクライアントが存在することが示されています。異なるクライアン

トマシン上で Altova 製品がこの LicenseServer に登録されている場合、登録済みの製品も左側のペインに表示されます。

· 左側のペイン内でクライアントマシンを選択すると、クライアントの登録済みの製品のライセンスの詳細が右側 ペイン内に表示されま

す。ここで、各製品のライセンスの割り当てを編集することができます。

· (右側) 製品ライセンス ペイン 内に各登録済みの製品が、ライセンスのキーコードを取る、 キーコード エントリとして表示されま

す。割り当て済みのライセンスの編集 ボタンをクリックして、ライセンスプール内でその製品に使用することのできる必要なライセン
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スを選択することにより、登録済みの製品はライセンスに割り当てられます。 手続きの詳細に関しては ライセンスの割り当

て   を参照してください。

· サーバー製品は、そのクライアント上の製品を作動するために必要なコア数が表示されます。ライセンスされたコアの数が必要なコア

数よりも少ない場合、情報は赤色で表示されます (下のスクリーンショットを参照)。 (ライセンス供与に必要な CPU コアの数

量はそのクライアント上の物理的な CPU コアの数量であり、 LicenseServer によりクライアントマシンから取得されます。) 

· 単一のデスクトップ製品の複数のバージョン (例えば、 XMLSpy 2018 および XMLSpy 2019) が一つのマシンにインストー

ルされており、これらのインストールが単一の LicenseServer に登録されている場合、クライアント管理タブ内で複数の登録は単

一の登録に結合され、単一の登録として表示されます。ライセンスが単一の登録に割り当てられると、その登録により示されるイン

ストールに対してライセンスが供与されます。これらのインストールの一つの複数のインスタンスのみが同時に作動することができます。

例えば、 XMLSpy 2018 の複数のインスタンス、または、 XMLSpy 2019 の複数のインスタンスは同時に作動することができ

ますが、XMLSpy 2018 の1つのインスタントと XMLSpy 2019 のインスタンスは同時に作動することができません。

9 .2 .1 ライセンスの割り当て

クライアント管理タブ内のアイコン

割り当てられたライセンスの編集。 製品のリストで使用することができます。新しいライセンスを製品に割り当てることのでき

る、すでに割り当てられたライセンスを編集できる  割り当てられたライセンスの編集  がポップアップします。

ライセンスの表示。 ライセンスに表示されます。License Pool タブ  に切り替えができ、選択されたライセンスをハイライ

トされることによりライセンスの詳細がわかります。

製品の登録解除。 (選択されたクライアントマシン上の) 各製品で利用可能です。選択された製品を LicenseServer

から削除することができます。 製品の登録解除  を参照してください。クライアントとその全ての製品の登録解除を行うに

は、ペインの上の「クライアントとその全ての商品の登録を解除する」(Unreg ister client and all products) をク

リックしてください。 

登録済みの製品にライセンスを割り当てる方法

(右側) 製品ライセンス ペイン 内で登録済みの製品にライセンスを割り当てるには、(下のスクリーンショットを参照) その製品の 「割り当

て済みのライセンスの編集」 ボタンをクリックします (アイコンに関しては、上のセクションを参照してください)。
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割り当て済みのライセンスの編集 ダイアログ (下のスクリーンショット) が表示されます。 ダイアログはライセンスプール内のその製品のためのす

べてのライセンスをリストしています。 ライセンスが割り当てられると、(下のスクリーンショットで示されるとおり) 左側のチェックボックスが選択され

ます。 ライセンスを使用できる場合、 チェックボックスは選択されません。

割り当てるライセンスを選択し、「変更の適用」(Apply Changes) をクリックします。 ライセンスは、その製品に割り当てられ、 クライアン

ト管理タブの製品のライセンス タブ内に表示されます (下のスクリーンショット参照)。
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単一スレッドの実行

ライセンスプール内で1コアのみのために Altova サーバー製品ライセンスが使用することができる場合、複数のコアを持つマシンを1つのコアライ

センスに割り当てることができます。このような場合、マシンはその製品を単一のコアで作動します。(マルチコアでは可能な) 複数のスレッドを使

用することができないため、処理は遅くなります。製品はそのマシン上で単一スレッドモードにて実行されます。 

単一コアのライセンスを複数のコアのマシンに割り当てるには、その製品のために 単一スレッド実行に制限 チェックボックスを選択します。

MobileTogether Server (MTS) の場合、 MTS コアライセンスのために単一スレッド実行が選択されている場合、一台のモバイルデ

バイスのみが MobileTogether Server に随時接続することができます。この場合、2台目のデバイスが MobileTogether Sever に接

続すると、2番目のデバイスがそのライセンスを引継ぎます。 最初のデバイスは接続することができなくなり、この影響のためエラーメッセージを受

け取ります。

9 .2 .2 評価ライセンスのリクエスト

30 日間使用が無料の評価ライセンスを、 LicenseServer に登録されているインストール済みの Altova サーバー製品のそれぞれのため

に取得することができます。 (右側の)上にある 製品のライセンスペイン   評価ライセンスのリクエスト ボタンをクリックします(下のスクリー

ンショットを参照)。

メモ: サーバー製品のためにのみ LicenseServer  を介して評価ライセンスを取得することができます。デスクトップ製品に関しては、

使用中のデスクトップ製品のソフトウェアライセンス認証ダイアログを介して評価ライセンスをリクエストすることができます。
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(クライアントマシン上の) LicenseServer に登録されている Altova 製品のリストを含むダイアログが表示されます。評価ライセンスを必要

とする製品がチェックされ選択されていることを確認し、登録フィールドに記入し、リクエストを送信します。 30 日間有効な 評価ライセンスが

含まれる電子メールを Altova から受信します。  サーバー製品に関しては、リクエストが送信された時点で製品が必要とする有効なコア数

が含まれます。 ライセンスをディスクに保存して、ライセンスプールにアップロードします 。

79
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9 .2 .3 製品とクライアントの登録の解除

登録済みのクライアントの登録済みの製品は (右側) 製品のライセンスペイン 内にリストされています (下のスクリーンショットを参照)。

· LicenseServer に登録されている各 Altova 製品 が右側のペイン (製品のライセンス)で クライアントマシン名の下に表示されます。

「製品の登録解除」(Unreg ister Product)  ボタンがエントリの下に表示されています。 LicenseServer から製品の登録を解除

するためにこのボタンをクリックします。製品にライセンスが割り当てられている場合、割り当ては、製品の登録が解除されると解消されます。

· (Unregister client and all products) ボタンをクリックしてください (このセクションの最初のスクリーンショットを参照してくださ

い)。

製品の再登録

製品を再登録するには、最初に 製品を登録 の際と同じステップに従ってください。

9 .2 .4 異なる名前で登録されている1台のマシン

Altova 製品が LicenseServer に登録されると、クライアントマシンは LicenseServer に自動的に登録されます。クライアントマシンが

LicenseServer に一度以上登録されると、 マシンはクライアント管理タブ下で複数の名前で表示される、すなわち複数のエントリと共に表

示される可能性があります。これは、マシンのホスト名が前の登録とは異なる書式を与えられている場合に発生する可能性があります。

2つの状況が引き起こされます:

· 異なる名前で同じマシンに割り当てられているため、同じ製品に対して複数のライセンスが割り当てられます。

· 1つのライセンスが複数回、複数のマシン名で単一のマシン上の製品に割り当てられています。
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これらのシチュエーションの発生を回避するために、製品とクライアントの登録の解除 内で説明されている余分のクライアントマシンの登録

を解除します。

マシン名の形態

クライアント管理タブ内でとられるマシン名のフォームが以下にリストされています:

· ドメイン名を持つホスト名 (完全修飾された ドメイン名、 FQDN)例: "win80-x64_ 1.my.domain.com" または

"Doc3.my.domain.com"。 これは(ドメイン情報を持つ、または、持たない) マシンのホスト名が LicenseServer に登録す

るために使用される licenseserver CLI コマンドの引数としてパスされた場合に発生します。 例:

<AltovaServerProduct> licenseserver Doc3.  これは以下を含む FQDN を作成します:

Doc3.my.domain.com.

FQDN は、また localhost が W indows 7 と 10 システム上でホスト名として与えられた場合に生成されます。

· ドメイン名を持たないホスト名。 例: "win80-x64_ 1" または "Doc3"。 これは、 W indows 8 システム上で localhost

がマシン名として与えられた場合、発生します。

· localhost.  一部の場合、 localhost は、マシン名として表示されます。

メモ: W indows マシンに Altova サーバー製品をインストール中、 マシンが自動的に LicenseServer に登録される場合、

localhost がインストーラーマシン名として使用されます。

VPN を介して LicenseServer へ接続

クライアントマシンが仮想プライベートネットワーク (VPN) サービスを介してネットワークに接続する場合、クライアントマシンは、動的に

IP アドレスを割り当てられ、 接続の都度、異なるマシンとして識別されるようになります。 この結果により発生する問題を解決方法に

ついては、ネットワーク情報 を参照してください。
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9.3 クライアントの監視

クライアントの監視 タブにより選択されたクライアントマシンの概要を確認することができます。このタブは2つのカテゴリ内のクライアントに関す

る情報を表示します:

· チェックアウト済みのクライアントと

· 作動中のクライアント

チェックアウト済みのクライアント

  XMLSpy または MapForce などの、Altova デスクトップ製品  のエンドユーザーは、 LicenseServer に登録されているライセンス

をチェックアウトすることができます。クライアントが特定の期間オフラインになることが想定される場合にチェックアウトします。マシンがオフラインの

期間、ライセンスを LicenseServer (クライアントにより) からチェックアウトすることができます。 この期間、 Altova デスクトップ製品を

LicenseServer に連絡を取ることなく使用し続けることができます。ライセンスのチェックアウト を参照してください。

現在チェックアウトされているライセンスとユーザーは、チェックアウト期間とクライアントとチェックアウトに関する他の情報と共に、チェックアウトこの

ヘディングの下のモニタリングタブ内にリストされています。

作動中のクライアント

このセクションは、ライセンス供与済みの製品が現在作動中のクライアント (マシンユーザーと名前を持つユーザー) をリストします。 デスクトップ

製品の場合、作動中の製品は既に開始されている製品です。サーバー製品の場合、サーバーが開始されている場合、製品は作動しいま

す。製品の複数のインスタンスが作動中の場合、それぞれのインスタンスがリストされます。 

クライアントの監視タブ内のアイコン

ライセンスの表示。 製品のインスタンスに表示されます。 ライセンスプール  タブに切り替えができ、選択された製品のインスタ

ンスがハイライトされることによりライセンスの詳細がわかります。

クライアントの管理。 各 製品のインスタンスに表示されます。  クライアント管理  タブに切り替えができ、選択された 製品の

インスタンスをハイライトします。 

8
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9.4 設定

「設定」 タブは複数のペインから構成されており、それぞれのペインには LicenseServer と作業する多数の観点のための設定が含まれて

います。LicenseServer パスワードをリセットなどの単純な管理者タスクから、電子メールの通知設定およびネットワーク設定とフェールオー

バー (冗長な) サーバーの構成などの特別なタスクなどの設定が含まれています。 

各ペインの設定はこのセクションのサブセクション内で説明されています:

· メンテナンス  

· フェールオーバー LicenseServer 設定  

· LicenseServer パスワード  

· 接続チェック  

· ライセンスのチェックアウト  

· Web UI  

· プロキシサーバー  

· ライセンスサービス  

· 通知メール  

· その他  

メモ: タブの最後のペイン内で設定を変更した後、最後のペインの下の「保存」 をクリックします (このペイン内の設定が変更されると、保

存されるまで効果は反省されません)。

9 .4 .1 メンテナンス

この設定により LicenseServer がシャットダウンするまでの時間を設定することができます。 通常サーバーシャットダウンはサーバーのメンテ

ナンスのために実行され、 Altova デスクトップ製品を作動するクライアント上の作業を保存するために使用されます。

以下の点に注意してください:

· 選択されるシャットダウンタイムはシャットダウンするまでの 最長 時間です。LicenseServer がデスクトップ製品を作動するクライ

アントに接続されていない場合、 LicenseServer は早くシャットダウンします。

· 「シャットダウン」(Shutdown) をクリックするとシャットダウンのカウントが開始されます。

· シャットダウンをキャンセルするには、「シャットダウンの中断」(Abort Shutdown)をクリックします。
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メモ: LicenseServer シャットダウン中にクライアントの作動を有効化するには、フェールオーバー LicenseServer  を構成しま

す。

9 .4 .2 フェールオーバー LicenseServer 設定

プライマリの LicenseServer が使用できないようになった場合、2番目の LicenseServer がプライマリの LicenseServer を引き継ぐ

ように構成することができます。この2番目の LicenseServer は「フェールオーバー LicenseServer」 (Failover

LicenseServer) と呼ばれ、フェールオーバー LicenseServer 設定ペイン内で構成されます (下のスクリーンショット). 

フェールオーバー LicenseServer を書きの設定を使用して構成するには、フェールオーバー LicenseServer の仕組みに関する概要に

関しては、一般的な情報  セクション内の フェールオーバー LicenseServer  を参照してください。

フェールオーバー LicenseServer の構成

LicenseServer をネットワーク上で作動する LicenseServer のフェールオーバー LicenseServer としてセットアップするには、以下を

行います:

1. LicenseServer をインストールセクション内で説明されている通りにインストールします。

2. LicenseServer のモードを対応するラジオボタンをクリックして フェールオーバー LicenseServer に設定します (上のスクリー

ンショット参照)。 (デフォルトでは、LicenseServer モードは プライマリ LicenseServer に設定されています)。

17
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3. 表示される 「プライマリ LicenseServer の検索」ダイアログ内で (下のスクリーンショット) フェールオーバー LicenseServer と

バックアップするプライマリ LicenseServer を入力します。2つの方法を使用して行うことができます:  (i)   「LicenseServer

の検索」 (Search for LicenseServers)をクリックして、コンボボックス内から、検知された LicenseServers のリストから

バックアップする LicenseServer を選択します。(ii) 「手動でアドレスを入力」 (Manually Enter Address)  をクリックし

て、 (URL ではなく ホスト名 または IP アドレス) バックアップする LicenseServer のアドレスを入力します。プライマリ

LicenseServer を入力後、  「プライマリ LicenseServer へ接続」 (Connect to Primary LicenseServer) をク

リックします。

4. 現在の LicenseServer を(選択されたプライマリ LicenseServer の)フェールオーバー LicenseServer に設定するかを確

認する確認ダイアログが表示されます。 確認する場合、「はい」(Yes)  をクリックします。確認を続行すると、現在の

LicenseServer 上でインストール済みのライセンスと登録済みのクライアントは削除されることに注意してください。 

フェールオーバー LicenseServer の構成後、プライマリ LicenseServer と フェールオーバー LicenseServer に関しては構成ページの

上で状態に関する情報が表示されます。上の2つのスクリーンショットでは、フェールオーバー LicenseServer が最初に表示され、プライマリ

LicenseServer が表示されます。
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9 .4 .3 LicenseServer パスワード

LicenseServer にログインするためにパスワードをリセットすることができます。

設定する新規のパスワードを入力し、「パスワードの変更」(Change Password) をクリックします。 「New Password」 フィールド内

で入力が一致するまで、「Confirm New Password」 フィールドが赤字で表示されます (スクリーンショットの参照)。

9 .4 .4 接続のテスト

「Altova への接続のテスト」(Test Connection to Altova) をクリックして Altova への接続性をテストすることができます(下のスク

リーンショットを参照)。設定を変更すると、接続をテストする前に(タブの下の 「保存」(Save) ボタンをクリックして)新規の設定を保存する

必要があります。

 テスト中に「Altova への接続のテスト」(Test Connection to Altova)  ボタンが無効化さえ、テストが完了すると再度有効化され

ます。

「Altova とライセンスの検証」(Verify licenses w ith Altova) をクリックしてライセンスプール内に現在存在するライセンスを検証する

こともできます。変則が検知されると、メッセージ内に表示されます。 

9 .4 .5 ライセンスのチェックアウト

Altova デスクトップ製品がインストールされているマシンにライセンスプールからデスクトプライセンスがチェックアウトできるかを選択することができ

ます。これを許可するには、LicenseServer から取得されてライセンスを持つクライアントがこのライセンスをチェックアウトすることができ、この

設定内で指定されている最長期間中にモニターされていないことが条件です。チェックアウトのために許可さえている最長の期間は 30 日間

です。((旅行などで) LicenseServer へのアクセスが不可能な場合、または、LicenseServer モニタリングが技術的な観点から必要とさ

れない場合でも Altova デスクトップ製品の使用を継続することが可能になります。)  Altova デスクトップアプリケーションの 「ヘルプ | ソフト

ウェアのアクティベーション」 (Help | Software Activation)コマンドを使用してチェックアウトを行うことができます。
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LicenseServer 内のこの設定により以下を行うことができます:

· ライセンスのチェックアウトを有効化します。

· 許可するチェックアウトの最大の日数を指定します。

ライセンスのチェックアウト後、クライアントのモニター  タブのチェックアウト済みのクライアント セクションに移動されます。チェックアウト済み

のライセンスは、使用中とみなされ、ネットワーク上の他のクライアントで使用することはできません。

9 .4 .6 Web UI

W eb UI 設定 (下のスクリーンショット) は W eb UI (または、 構成ページ )のためのネットワークアクセスを指定します。接続を暗号化

または非暗号化することを指定しすることができます。また、 W eb UI にアクセスしているインターフェイスに従い接続を暗号化または無効化

することを設定することも可能です。通常、所属機関のネットワーク内部からアクセスする場合、暗号化されていない接続を使用し、所属機

関の外部のネットワークからアクセスする際に暗号化された接続を使用します。下のスクリーンショットで表示されている設定は同じマシンからア

クセスされる場合暗号化されていない接続をセットアップし、その他すべてのマシンからのアクセスに対しては暗号化された接続をセットアップし

ます。

http プロトコルを介して暗号化されていないアクセスを作成することができまが、暗号化されたアクセスは https を使用して作成されます。

89
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· W eb UI のための許可されている IP アドレスは以下であることができます:  (i) そのマシンの全てのインターフェイスと IP アドレス、

または、 (ii) 固定されたアドレス。

· 暗号化された接続に関する詳細は、 SSL 暗号化 のセクションを確認してください。

デフォルトの設定により、 LicenseServer が接続されるネットワーク内からの LicenseServer とその構成ページへの制約されていないア

クセスを許可します。LicenseServer へクライアントが持つアクセスを制限する場合、許可する設定を入力して、「保存」(Save) をクリッ

クします。

接続チェック  を作動して、設定が正確に設定されているかチェックします。

9 .4 .7 プロキシサーバー

インターネットに接続するためにプロキシサーバーが使用されている場合、プロキシサーバーペイン内にプロキシサーバーの詳細が入力される必

要があります (下のスクリーンショット)。インターネットへのアクセスがプロキシサーバー無しで行われている場合、プロキシサーバーの設定は空

白のままにしておくことができます。

LicenseServer がプロキシサーバーを使用するように構成するには、プロキシサーバーのホスト名を入力し、必要であれば、ポート番号を入

力します。プロキシサーバーが認証を必要としない場合、「ユーザー名とパスワード」 パスワードフィールドを空のままにすることができます。必

要とする設定を入力後、「保存」(Save) をクリックします。 設定の正確性を確認するために 接続チェック  を行います。

9 .4 .8 ライセンスサービス

License Server がインストールされているマシンは、1つまたは複数のネットワークインターフェイスを介して接続することができます。各ネット

ワーク上で、 License Server マシンは、のホスト名と IP アドレスとして知られています。ライセンスサービス の設定によりどのネットワーク

上でライセンスサービスを使用できるか構成することができます (下のスクリーンショットを参照)。

23
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· localhost オプションはサービスをローカルマシン上でのみ許可します。 

· ホスト名および/または IP アドレスをリストする場合、スペースの無いコンマで区切られたリストを使用してください (例:

hostname1、IPAddress1、hostname2)。

· サービスのポート番号は 35355 に固定されています。

変更後、設定が反映されるため 「保存」(Save) にをクリックします。 接続チェックを実行して、設定の正確性をチェックしてください (上を

参照)。

9 .4 .9 通知メール

通知メールを、重要な LicenseServer イベントが発生すると指定された電子メールアドレスに送信することができます。 重要なイベントの

サンプルは以下の通りです:  Altova LicenseServer は altova.com サーバー (マスター LicenseServer) に接続されている必要が

あります。24*5 時間 (5 日間)以上接続が中断されると、 (your) LicenseServer はライセンスを許可しません。この結果、

LicenseServer によりライセンスされている Altova 製品とのセッションは、中断される可能性があります。管理者に接続の中断を通知す

るために、電子メールアドレスに通知メールを送信することができます。 メモ: LicenseServer は 24 時間ごとに altova.com にあるマス

ター LicenseServer に通信します。

通知メール設定は管理者電子メールアドレスに通知メールを送信するための構成を定義します (下のスクリーンショットを参照) 。
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· SMTP ホスト と SMTP ポート は通知電子メールが送信される電子メールサーバーのアクセスの詳細です。

· ユーザーの認証 とユーザーパスワード はユーザーの電子メールサーバーへのアクセスのための資格です。

· 送信者 フィールドは電子メールが送信される電子メールからの電子メールアカウントのアドレスを取ります。

· 宛先 フィールドは宛先の電子メールアドレスを取ります。

· その他ペイン  内の警告電子メールの送信オプションも電子メールの設定を使用しています (このオプションの詳細に関しては 

その他のペイン  forを参照してください)。

「保存」(Save) を完了時にクリックします。通知メール設定を保存すると、 altova.com への通信が失われた場合など、重要なイベン

トが発生すると、指定されたアドレスから通知メールが送信されます。メッセージタブ  内にこのようなイベントは記録され、確認することがで

きます。

警告メールを引き起こすイベント

以下のイベントが発生すると警告メールが送信されます:

ライセンス

· altova.com からのライブアップデートメッセージ

· 有効期限の警告 (全ての製品に対して60日)

サーバーの状態

· Altova への接続が失われました

· Altova への接続が再構築されました

· アップグレードが必要です

· シャットダウン

 

クライアントセッション (WebUI  を使用して構成されます)

· クライアントへの接続が失われました

· クライアントへの接続が再構築されました

 

フェールオーバー LicenseServer

· 有効化済み

· 無効化済み
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· シャットダウン

9 .4 .10 その他

その他のペインは役に立つかもしれない追加機能を提供します (下のスクリーンショット)。これらの設定の変更後 Save をクリックします。

評価ライセンスの受け取りとデプロイに関するヒントを表示する 

このボックスをチェックすると構成ページの上に評価ライセンスを評価しデプロイする短い説明が表示されます (上のスクリーンショット参照) 。

作動中の製品とのコンタクトが失われたら警告メールを送信する 

ライセンス供与済みの製品とのコンタクトが失われると 送信元 アドレス から 宛先 アドレへスの警告メッセージが送信されます。

「警告電子メールの送信」 オプションは、 LicenseServer と(クライアントマシン上で作動する) ライセンス供与済みの製品間のコンタクト

がタイムアウトする都度電子メールの送信をオンとオフに切り替えることができます。タイムアウトは、クライアントからサーバーへの接続の間が変

更することのできない定義済みの間隔を超えた場合、タイムアウトは発生します。(接続は常にクライアントから開始されることに注意してくださ

い。)例えば、デスクトップ製品クライアントの場合、この定義済みの間隔は1分です。クライアントが最後の通信時から1分以上通信を取らな

い場合、接続はタイムアウトし、電子メール通知が送信されます。接続が再構築され、他のタイムアウトが発生すると、もう一度電子メール通

知が送信されます。結果、ネットワーク上で問題が発生している場合、多数の電子メール通知が送信される可能性があります。この場合、

「警告メッセージの送信」 オプションをオフに切り替えます。このオプションは LicenseServer とクライアント間のコンタクトのみに関連するこ

とに注意してください。LicenseServer と altova.com にあるマスター LicenseServer 間の接続には関連しません。オプションがオフ

に切り替えられている場合でも、マスター LicenseServer との喪失された接続に関する電子メールの通知は送信されます。
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9.5 メッセージ、ログアウト

「メッセージ」(Messages) タブは LicenseServer のライセンスプール内のライセンスに関連したにすべてのメッセージを表示します。各

メッセージには 「削除」(Delete) があり、特定のメッセージを削除することができます。

「ログアウト」(Log  Out) タブはログアウトボタンとして機能します。タブをクリックすることにより、すぐにログインスクリーンが表示されます。
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